
    
      
        
      
    

  











〈保護者のみなさまへ〉


本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　わたし──鳥とり居い里り奈なは、今日きょうから新あたらしい中ちゅう学がっ校こうに通かよう。

　新しん入にゅう生せい、っていうわけじゃない。

　降ふりそそぐのは、桜さくらの花はなびらじゃなくて、残ざん暑しょの強つよい日ひ差ざし。

　今いまは九月がつ。

　そう、わたしは新あたらしい学がっ校こうに、転てん校こうしてきたんだ。

　お父とうさんの仕し事ごとの関かん係けいで、わたしは昔むかしから引ひっ越こしが多おおかった。

　仕し事ごとだから、しかたないなって思おもうけど……。

　新あたらしい学がっ校こうで、なかなか友ともだちを作つくれないことが、わたしの悩なやみなんだ。

　人ひと見み知しりで、引ひっこみ思じ案あん。

　この性せい格かくのせいで、新あたらしい学がっ校こうにはじめて行いくときは、いつも胃いが重おもたくなってしまう……。

　だけど、今こん回かいだけはちがうんだ。その理り由ゆうは──。
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　この町まちに引ひっ越こしてきた、次つぎの日ひのこと。

　わたしは、近きん所じょの公こう園えんにむかっていた。

　場ば所しょはわかっている。

　だって、この町まちは、保ほ育いく園えん生せいのときに住すんでいたところなんだ。

　小ちいさいころのことだったけど、意い外がいと町まち並なみを覚おぼえてるものだなぁ。

　この角かどを曲まがれば、公こう園えんだけど……。

「あっ、里り奈なちゃん！」

「アンリちゃんっ！」

　公こう園えんの入いり口ぐちで、わたしに気きづいて手てを挙あげたのは、吉き良らアンリちゃん。

　同おなじ保ほ育いく園えんだった幼おさななじみで、それからずっと、文ぶん通つうをつづけてきた友ともだちなんだ。

　その場ばで、手てを握にぎりあって、ぴょんぴょん飛とびはねてしまう。
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「久ひさしぶりだね～！　元げん気きだった？」

「うん！　アンリちゃんは？」

「元げん気き、元げん気き！　あははっ、里り奈なちゃん、ぜんぜん変かわってないね～！」

「そっ、そんなことは……」

　だって、六年ねんも経たってるんだもん。

　口くちをとがらせていると、アンリちゃんは、ますます笑わらい声ごえをあげた。

　アンリちゃんのほうが、かなり背せは伸のびたみたい。

　バスケをやってたんだもんね。

　明あかるい笑え顔がおは、記き憶おくの中なかと変かわっていない。

　アンリちゃんがいるなら、二学がっ期きからの転てん入にゅうでも安あん心しんだな。

「もう何なん組くみか聞きいた？」

「二組くみだって。アンリちゃんは？」

「やった、いっしょだよ！　わーっよかったね！」

　わたしたちは、また手てを取とりあって、喜よろこんだ。

　同おなじクラスなら、安あん心しんを通とおりこして、心こころ強づよいくらいだよ。

　って、思おもってたんだけど……。
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「なんで、お休やすみなの、アンリちゃん……！」

　二学がっ期きの初しょ日にち。

　職しょく員いん室しつの入いり口ぐちの前まえで、担たん任にんの先せん生せいを一人ひとり待まっていたわたしは、ため息いきとともに、ガックリとうなだれた。

　今朝けさ、アンリちゃんから届とどいたメッセージには、


ごめん、里り奈なちゃん！

熱ねつが出でちゃって、今日きょうはお休やすみするね



　と書かかれていて、それを見みた瞬しゅん間かん、わたしの目めの前まえは、まっくらになった。

　アンリちゃんがいるから、みんなの前まえでの自じ己こ紹しょう介かいも、少すこしは気きが楽らくだと思おもってたのに……！

　でも、落おちこんでいても、しょうがない。

　一人ひとりぼっちでも、がんばらなきゃ……。

　だって、この学がっ校こうには、もしかしたら『あの人ひと』が、いるかもしれないんだから。

　職しょく員いん室しつから出でてきた、担たん任にんの先せん生せいのうしろについて、教きょう室しつへとむかう。

　ドアの前まえで、わたしの緊きん張ちょうは、ピークに達たっした。

　教きょう室しつに入はいると、みんなの視し線せんが一いっ気きに集あつまって、体からだが硬かたくなってしまう。

　こんなにたくさんの人ひとから注ちゅう目もくされるのは、何なん度ど経けい験けんしてもふるえてしまうよ……。

「と、鳥とり居い……里り奈なです……。よろしく、お願ねがいします……」

　言いえた！

　ぎゅっと握にぎっていた両りょう手ての力ちからをゆるめて、小ちいさく息いきをつく。

　これで、第だい一いち関かん門もんは突とっ破ぱだ。

「鳥とり居いさんの席せきは、廊ろう下か側がわの一いち番ばんうしろね」

　先せん生せいが言いったところには、空あいてる席せきが一つだけあった。

　わたしはそこへむかおうとするけど、どうしても動うごきがぎくしゃくしてしまう。

　なんとか、席せきにたどり着ついたときだった。

「となりの席せきだね。私わたし、蒼あお井い純じゅん。よろしくね」

　りんと澄すんだ声こえがした。

　声こえのしたほうを見みると──。

「えっ……………………えぇっ？」

　となりの席せきに座すわっていたのは、すごくかっこいい人ひとだった。

　短みじかい黒くろ髪かみに、アーモンド形がたの瞳ひとみ。

　すらっとした体たい形けいは、座すわっていてもわかる。

　スポーツをやってるのかな、って感かんじだ。

　そして、その人ひとが言いった名な前まえ。

　蒼あお井い、純じゅんって…………。

　まさか…………………………ええっ、『純じゅんくん』？

『純じゅんくん』は、同おなじ保ほ育いく園えんだった子こ。

　あのころから、わたし、引ひっこみ思じ案あんで、男だん子しによくからかわれて、泣ないていた。

　そんなわたしを、しょっちゅう助たすけてくれていたのが、純じゅんくんだったんだ。

「りなちゃんをからかうな！」

　って、さっそうと現あらわれて、涙なみだをふくハンカチまで差さしだしてくれる純じゅんくんは、まるで王おう子じさまで……。

　この町まちにもどってくれば、もしかしたら、あの『純じゅんくん』に会あえるかもとは、思おもってたんだけど……。

　目めの前まえにいる純じゅんくんは、女じょ子しの制せい服ふくを着きている。

　ええぇぇ!?　うそでしょ!?

　まさか、女じょ子しの制せい服ふくを着きてる男だん子し、なんてことはないよね……？

「鳥とり居い……さん？」

　純じゅんくんが、とまどったように首くびをかしげた。

　わわっ、ついまじまじと見みつめちゃってた！

「あ、えと、よ……よろしく……」

　あわててそう言いって、わたしはそそくさと席せきについた。

　担たん任にんの先せん生せいが、なにか説せつ明めいをしてるけど、頭あたまに入はいってこない。

　だって、あこがれの王おう子じさまが、女おんなの子こだったんだもん……。

　ちらりと、となりを見みてみると、純じゅんくんは、まっすぐに前まえをむいていた。

　女おんなの子こだけど、かっこいい。

　純じゅんくん、わたしのこと、覚おぼえてないのかなぁ？

　でも……覚おぼえてくれてたら、いいな。

　期き待たいと不ふ安あんで、わたしの緊きん張ちょうは、どこかに行いってしまっていた。
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　放ほう課か後ご。純じゅんくんが、わたしの席せきの前まえに立たった。

「鳥とり居いさん、このあと時じ間かんある？　あるなら、校こう内ないを案あん内ないしようか？」

『鳥とり居いさん』……。

　保ほ育いく園えんのときは、『りなちゃん』って呼よんでくれていた。

　わたし、地じ味みだから、わすれられてても、しかたないかもしれないけど……。

「純じゅんくん、わたしのこと、覚おぼえてない、かな……？」

　思おもわず、そう聞きいてしまっていた。

　いつものわたしだったら、そんなこと言いえなかったと思おもう。

　もし相あい手てが覚おぼえてなかったら、こまらせちゃうだけだもん。

　でも、もしかしたら、思おもいだしてくれるんじゃないかって、期き待たいしてしまった。

　こうして自じ分ぶんから話はなしかけてくれる純じゅんくんだから、もし思おもいだせなくても、気きまずくならずにいられるんじゃないかって……。

　少すこし考かんがえこんだ純じゅんくんは、あっとひらめいたような顔かおになった。

「あっ！　もしかして、りなちゃん!?」

　わっ、覚おぼえててくれた！

　うれしくて、笑え顔がおになりかけたけど、かんちがいしてたことを、わたしは思おもいだした。

「純じゅんくんじゃなくて純じゅんちゃん……だったんだね…………ごめん」

　わたしは、正しょう直じきに言いった。

　縮ちぢこまるわたしを、純じゅんくんは笑わらってゆるしてくれた。




　校こう内ないを案あん内ないしてくれる純じゅんくんは、行いく先さき々ざきで、いろんな人ひとから声こえをかけられていた。

　これだけかっこいいから、きっとモテそうだなって思おもったけど、本ほん当とうに人にん気きなんだなぁ。

　でも、純じゅんくんがモテるのは、きっと外がい見けんのせいだけじゃない。

　部ぶ活かつの応おう援えんに行いきたいって言いう子こには、

「明日あしたはあるよー。待まってるね」

　って、相あい手てがきやすくなるように声こえをかけていた。

　おすすめされた本ほんがおもしろかったから、また教おしえてって言いった子こには、

「よかった！　金きん曜ようが図と書しょ当とう番ばんだから、そのときにでも」

　って、次つぎの約やく束そくをしていた。

　みんなにやさしいんだけど、八はっ方ぽう美び人じんっていう感かんじじゃなくて、一人ひとり一人ひとりと、ちゃんとむきあっていて、誠せい実じつさを感かんじるんだ。

　小ちいさいころも、男だん子しにいじめられているわたしを、守まもろうとしてくれていたし……。

　記き憶おくそのままに、大おおきくなったって感かんじがする。

「……今いまもみんなに『純じゅんくん』って、呼よばれてるんだね」

　二人ふたりっきりになったとき、そう言いってみた。

　純じゅんくん、なんだかてれくさそうだ。

「けっこう、そう呼よばれることのほうが多おおいかも。りなちゃんも、呼よびやすいほうでいいよ」

　純じゅんくんに話はなしかけてた子こたちは、みんなキラキラしてて明あかるくて、近ちか寄よりがたかったけど──。

　純じゅんくんとは、また仲なかよくなれそうっていうか……なりたいなって思おもったんだ。

「あのね、わたしの初はつ恋こい、純じゅんくんだったんだよ？」

　思おもわず口くちにしてしまった言こと葉ばに、純じゅんくんは目めを丸まるくした。

　あっ……。いきなりこんなことを言いって、引ひかれちゃったかな？

　わたしの胃いがひゅっとなりかけたとき、純じゅんくんが、もうしわけなさそうな顔かおをする。

「ごめんね、りなちゃん…………私わたしのこと、男だん子しだと思おもってたんでしょ」

　そんなことを言いうものだから、今こん度どはわたしがおどろいちゃった。

　女じょ子しだったからがっかりした、なんてこと、ぜんぜんない！

　記き憶おくの中なかの『純じゅんくん』が、今いまもすてきな人ひとでよかった……って。

　それを一いっ生しょう懸けん命めい伝つたえたら、純じゅんくんはわかってくれた。

　もう一いち度ど会あえて、本ほん当とうによかった。

　そのときのわたしは、ただそう思おもっていたんだ。
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　自じ分ぶんの気き持もちが、それだけじゃないかも……って気きづきそうになったのは、純じゅんくんの『恋こいバナ』を聞きいたときだった。




「実じつは……失しつ恋れん、しちゃって……」

　純じゅんくんは、苦にがい表ひょう情じょうで、そう話はなしを切きりだしたんだ。

　その言こと葉ばを聞きいた瞬しゅん間かん、わたしの頭あたまの中なかは、まっしろになってしまった。

　純じゅんくん、好すきな人ひとがいたんだ……。

　その相あい手ては二年ねん生せいの、美び人じんなことで有ゆう名めいな、羽はね倉くら麻ま友ゆ先せん輩ぱい。

　わたしも、ちらっと見みかけたことがある。

　純じゅんくんとならんだところを想そう像ぞうしてみたら………………すごくお似に合あいだ、と思おもってしまった。

　そっか……純じゅんくんは、あの人ひとのこと……。

　終おわってしまった恋こいについて、苦くるしそうに話はなす純じゅんくんに、わたしはなにも言いえなかった。

　恋れん愛あい経けい験けんもないし、今いままで、友ともだちの恋こいバナを聞きくことなんてなかったから……。

　わたしに、うまいアドバイスなんて、できっこないんだ。

　だけど、それだけじゃない。

　……純じゅんくんに、好すきな人ひとがいた。

　それだけで、なんだか胸むねが苦くるしくて……。

　そして、純じゅんくんが好すきになるのは、あんなにきれいな人ひとなんだなって思おもって……。

　でも、それがどうして、こんなに悲かなしいんだろう？
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　でも、もの思おもいにふけっていられたのは、ほんの一いっ瞬しゅんだった。

「歓かん迎げい会かいでもやろうか？」

　いっしょにいた、同おなじクラスの村むら瀬せ稔みのるくんが、とつぜんそんなことを言いいだしたから。

　えぇ!?

　歓かん迎げい会かいって……クラスのみんなで集あつまって、お菓か子しやジュースを持もち寄よってしゃべったり、カラオケに行いったり、そういうやつだよね……？

　むりー!!

　せっかく集あつまってもらっても、わたし、緊きん張ちょうしすぎて、空くう気きを悪わるくしちゃうと思おもう。

　転てん校こうしてきたばっかりなのに、クラスにいづらくなりたくないよ……。

　ど、どうしよう、どうしたら、うまく断ことわれるかな……ってあせっていたら、

「村むら瀬せ、無む理り強じいはよくない」

　純じゅんくんがかばってくれて、この話はなしが終おわって、ほっとした。

　でもきっと、村むら瀬せくんは善ぜん意いで提てい案あんしてくれたんだよね。

　それなのに、話はなしに乗のれなかった自じ分ぶんに、うつむきそうになる。

　わたし、やっぱり、だれかと関かかわるのが苦にが手てだ。

　自じ分ぶんの話はなしたことで、だれかをいやな気き持もちにさせてないか、『合あってる』のかどうかを、気きにしすぎちゃうんだよね……。


[image: ]






　それにしても、歓かん迎げい会かいが開ひらかれなかったのは、本ほん当とうに助たすかった。

　クラスの子こたちとは、あいかわらず距きょ離りがあるけど……。

　それでいいと思おもっていた。ただ……。

「あっ、いたいた、鳥とり居いさーん」

　ふりかえると、同おなじクラスの女じょ子しが、こっちに駆かけてくるところだった。

「鳥とり居いさん、さっき職しょく員いん室しつに行いったらね、先せん生せいが、なにかプリント？　出だしてないようだから、持もってきてって！」

　ひと息いきでまくしたてられて、わたしは目めを白しろ黒くろさせてしまった。

　そうだ、きのう、転てん入にゅうに必ひつ要ようなプリントを持もっていくつもりだったのに、村むら瀬せくんにばったり会あっちゃって、出だせなかったんだっけ……。

「鳥とり居いさん？」

　クラスメイトの声こえに、はっとした。

　きのうのことを思おもいだして、考かんがえこんでしまっていた。

「あっ、えっと……あ、ありが……」

「じゃあ、伝つたえたからね～」

　わたしの返へん事じを待またずに、その子こは行いってしまった。

　……また、うまく受うけ答こたえできなかった。

　ありがとうも、ちゃんと言いえないなんて……。

　どうしてわたしは、いつもこうなんだろう。

「あいかわらずだねぇ、里り奈なちゃん」

　うしろから聞きこえてきた声こえに、わたしはなさけない顔かおで、ふりかえった。

　わたしが、ただ一人ひとり、普ふ通つうに話はなせる人ひと。

「アンリちゃん……」

「やっぱり里り奈なちゃん、『あのこと』をひきずってる？」

　アンリちゃんは、心しん配ぱいそうな表ひょう情じょうをうかべている。

　気きづかわしげに、のぞきこまれて、わたしはなさけない顔かおのまま、うつむいた。

　思おもいだしたのは、小しょう学がく四年ねん生せいのときのことだ。
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　小しょう学がっ校こうに入にゅう学がくして四年ねんの間あいだでも、すでに何なん度ど目めかの転てん校こう。

　こんなにくりかえせば、少すこしは慣なれてもいいはずだ。

　転てん校こう生せいってことで、最さい初しょはめずらしがって話はなしかけてくれるクラスメイトも、わたしがあたふたしているうちに、離はなれていってしまう。

　方ほう言げんがわからなかったり、準じゅん備びの進すすんでいる学がっ校こう行ぎょう事じに途と中ちゅうから参さん加かすることになったりと、みんなをこまらせてしまうこともある。

　もうしわけなくて、わたしは、自じ分ぶんから積せっ極きょく的てきに、なにかをすることができなくなっていた。

　その日ひも、一人ひとりでそうじ当とう番ばんの場ば所しょへむかっていた。

　当とう番ばんになっている音おん楽がく室しつに、入はいろうとしたときだ。

「あーあ、鳥とり居いさんといっしょかぁ」

　そんな声こえが聞きこえてきて、ドアに伸のばしていた手てを引ひっこめた。

　わたしの話はなし……？

「気きまずいよねー、無む口くちすぎて。そうじの時じ間かん、ずーっとだまってるし」

　鼓こ動どうが速はやくなってきて、わたしは動うごくことができなかった。

　話はなしているのは、同おなじクラスの子こたちだ。

「あの子こ、転てん校こうばっかなんでしょ？　またすぐ引ひっ越こしちゃうのかな？」

「あー、だから、私わたしたちとは仲なかよくなっても意い味みがない、とか思おもってんじゃない？」

　みんな、そんなふうに感かんじてたんだ……。

　みんなの本ほん心しんを聞きいてしまったのに、音おん楽がく室しつに入はいるなんて、できなかった。

　わたしは、ドアに背せをむけて走はしりだした。

　本ほん当とうは、気きづいていた。

　みんなをいやな気き持もちにさせるのは、わたしがうまく受うけ答こたえできないからなんだって。

　もうちょっと人ひと見み知しりしなければ。

　もうちょっと引ひっこみ思じ案あんじゃなければ。

　もうちょっと話はなすのがうまければ。

　そんなわたしだったら、どこに行いっても、うまくやれたのかもしれない。

　どうやったら、人ひととうまくコミュニケーションを取とれるようになるの……？

　だれもいない体たい育いく館かんの裏うらで、わたしはうずくまった。

　こういうとき、わたしが相そう談だんできるのは、アンリちゃんだけ。

　でも、それも手て紙がみのやりとりだ。

　今いますぐ話はなしをしたいのに、手て紙がみで聞きいてもらうにしても、何なん日にちもかかってしまう。

　お父とうさんにも、お母かあさんにも、心しん配ぱいかけるから、話はなせない。

　一人ひとりっ子こだから、相そう談だんできるきょうだいもいないし……。

　わたしは、一人ひとりぼっちだ。

　どうしたらいいかわからないまま、わたしは涙なみだを止とめられなかった。
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　だから、アンリちゃんの暮くらすこの町まちに、もう一いち度ど引ひっ越こしが決きまったときは、本ほん当とうにうれしくてしかたなかった。

　そして、今こん度どの学がっ校こうでは、少すこしはうまくやれるかもって、思おもったんだけど……。

「……どうしたら、うまくしゃべれるようになるんだろう……」

　思おもわず、ため息いきをついてしまう。

　うつむくわたしの背せ中なかを、アンリちゃんは、やさしくぽんぽんと叩たたいてくれる。

「里り奈なちゃんって、手て紙がみやメッセージなら、よくしゃべるのにね」

「く、口くち下手べたで、ごめんね……」

「ちがう、ちがう！　あやまってほしいんじゃなくてね。里り奈なちゃんは、相あい手てに伝つたえてない気き持もちが、心こころの中なかにいっぱいあるんだろうなって思おもうだけ」

「そう、なのかな……？　でも、アンリちゃんと直ちょく接せつ話はなせるようになって、今いまはすごくうれしいよ。だからもう、友ともだちはアンリちゃんと、純じゅんくんだけでいいかも……」

　そうこぼしたら、ほっぺたをつままれた。

「そんなさみしいこと言いわないの！　里り奈なちゃんには、いいとこがいっぱいあるんだから。それが伝つたわったら、ほかの子こだって、みんな里り奈なちゃんのことを、大だい好すきになるよ！　少すこしずつ、自じ分ぶんを出だしていこう？」

「そう、かなぁ……」

　自じ分ぶんのいいところなんて、わかんない。

　アンリちゃんみたいに、前まえむきに考かんがえられたらいいのになぁ。

「自じ信しんないよ……」

「まぁ、そう言いわずにさ。私わたしも純じゅんもいるんだし、気き長ながにやってこ！」

　アンリちゃんの言こと葉ばにうなずきながらも、わたしは考かんがえていたんだ。

　────やっぱり、もうこれ以い上じょう、がんばらなくてもいいのかもって。

　だって、またいつ転てん校こうになるか、わからないんだし……。
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　ある日ひの放ほう課か後ごの体たい育いく館かん。

　男だん子しバスケ部ぶの部ぶ活かつのある日ひで、仮かり入にゅう部ぶ中ちゅうのわたしも、そこにいた。

　本ほん当とうは、今いままでの学がっ校こうと同おなじように、部ぶ活かつに入はいるつもりはなかった。

　だけど、アンリちゃんから、「男だん子しバスケ部ぶのマネージャーの手てが足たりないから、どうしても手て伝つだってほしい！」って、何なん度どもお願ねがいされちゃって……。

　ひとまず、「仮かり入にゅう部ぶ」することになったんだ。

　今日きょうは、得とく点てん係がかりとして、コートわきに立たっていたんだけど……。

「もどれもどれー!!」

　目めの前まえを、すごい速はやさで走はしっていく男だん子し部ぶ員いんたち。

　そのいきおいに圧あっ倒とうされて、一歩ぽ下さがってしまいそうになる。

　なんとか踏ふみとどまって目めで追おいかけると、二年ねん生せいの先せん輩ぱいが、きれいにシュートを決きめていた。

　わぁ……すごい……。

「里り奈なちゃん、点てん数すうカウントして～」

「あっ、ごめん！」

　アンリちゃんに言いわれて、わたしはあわてて得とく点てんボードをめくった。

　一枚まいめくったところで、アンリちゃんが、ふふっと笑わらった。

「今いまのシュートは、一点てんじゃなくて二点てんだよ、里り奈なちゃん」

「そうだった、ごめん……。またまちがえちゃった……」

「大だい丈じょう夫ぶ、大だい丈じょう夫ぶ。あっ、また入はいった！　今こん度どは二枚まいめくってね」

　あぁ、仮かり入にゅう部ぶとはいえ、バスケのルールを知しらなすぎるかも……。

　アンリちゃんから借かりたルールブックは、ひととおり読よんだけど、みんなのプレイを目めの前まえにすると、知ち識しきがすぐに飛とんでしまう。

　これじゃ、戦せん力りょくになっている気きがしないよ……。

　役やくに立たつどころか、足あしを引ひっぱってるかもしれない。

　手てが足たりないって言いってたとおり、男だんバスには、アンリちゃんと、三年ねん生せいの先せん輩ぱい一人ひとりしかマネージャーがいなかった。

　その先せん輩ぱいも、わたしがちゃんとマネージャーのお仕し事ごとをできるようになったら、すぐに引いん退たいする予よ定ていなんだって。

　これまで、ぜんぜん部ぶ活かつ経けい験けんのないわたしに、つとまるのかなって思おもうんだけど……。

　せめて、もう少すこし力ちからになれるように、がんばらなくちゃ。

　でも、試し合あい形けい式しきでの練れん習しゅうは、気き迫はくがすごい。

　ばんばんボールが飛とび交かって、最さい初しょのころは、目めで追おうのがやっとだった。

「里り奈なちゃん、ここはやっとくから、補ほ充じゅうのドリンク、用よう意いしておいてくれる？」

　アンリちゃんの言こと葉ばにうなずいて、わたしはボトルを持もって、体たい育いく館かんの外そとの水すい道どうへとむかった。

　一人ひとりになって、小ちいさく息いきをついた。

　男だんバスに入はいって、しばらく経たつけど、いまだに慣なれないな……。

　それに、部ぶ活かつ内ないの『暗あん黙もくのルール』みたいなものが、わかってない気きがする。

　体たい育いく館かん以い外がいでも、先せん輩ぱいに会あったら、きちんとあいさつするとか。

　アンリちゃんみたいな、細こまかい気き配くばりとか。

　ちゃんとできたらいいのに……。

　そう思おもいながら、顔かおをあげたときだった。

「蒼あお井いー！　ラスト一周しゅう！」

　今日きょうは、女じょバスは屋おく外がい練れん習しゅうだったようで、純じゅんくんがグラウンドを走はしっているのが見みえた。

　純じゅんくんは、まっすぐ前まえをむいて走はしっていて、思おもわず目めをうばわれた。

　……やっぱり、きれいだなぁ。

　男だんバスと女じょバスで体たい育いく館かんを半はん分ぶんずつ使つかうとき、純じゅんくんがバスケをやっているところを、見みられる日ひもある。

　純じゅんくんの、ひたむきにバスケとむきあうすがたは、かっこいいっていうより……きれいだ。

　わたしは、純じゅんくんの走はしっていく背せ中なかを、そのまま見みつめていた。

「あっ、いけない！　早はやくもどらなきゃ！」

　ドリンク作づくりの途と中ちゅうだった！

　わたしは、あわててボトルを持もって、体たい育いく館かんの中なかへとむかった。
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「このドリンク、なんかうすくない？」

　休きゅう憩けい時じ間かんになって、ドリンクを飲のんでいた部ぶ員いんの一人ひとりが言いった。

「本ほん当とうだ」

「作つくったやつ、だれー？」

　えっ？

　わたしが作つくったやつ、だよね……？

　部ぶ員いんのみんなが集あつまって、ざわざわしだした。

　どうしよう……。さっき、ぼんやりして、水みずを入いれすぎたかもしれない。

「ご、ごめんなさい。それ、わたしが作つくったの……」

　だまっているわけにもいかなくて、わたしはおずおずと言いった。

「鳥とり居いさん、この前まえも分ぶん量りょうまちがえてたよね？　そろそろ覚おぼえてほしいんだけどなぁ」

　二年ねん生せいの先せん輩ぱいからそう言いわれて、わたしはなにも言いえなくなってしまう。

　こうして注ちゅう意いされるのは、初はじめてじゃない。

　アンリちゃんや、マネージャーの先せん輩ぱいから、マネージャーのお仕し事ごとを教おしえてもらったのに、部ぶ活かつのたびに、毎まい回かいなにか失しっ敗ぱいしてしまう。

　どうして、いつもこうなんだろう。

　しかも、今日きょうは純じゅんくんに見みとれてたっていう、うしろめたさもある。

　しっかり気きをつけていれば、失しっ敗ぱいしなかったかもしれないのに……。

　本ほん当とうに、自じ分ぶんがなさけない。

「まぁ、飲のめなくはなくね？　俺おれは、味あじにはこだわらないっすよ！」

　うつむくわたしの耳みみに、そんな声こえが聞きこえてきた。

　そう言いったのは村むら瀬せくん。

　顔かおをむけると、村むら瀬せくんは、ドリンクをごくごく飲のんでいた。

「村むら瀬せはそういうヤツだよな！」

「マジで、雑ざつ！　バスケも味み覚かくも」

「えーっひどいっすよ、センパイ！」

　部ぶ員いんのみんなが、そんなふうに村むら瀬せくんをいじりだす。

「でも鳥とり居いさん、次つぎこそ、うまいのをたのむな？」

　村むら瀬せくんは、そう言いってフォローしてくれた。

「は、はい、ごめんなさい……」

　村むら瀬せくん……。

　今いまのって、さりげなくかばってくれたんだよね？

　ちょっと、泣なきそうになってしまった。
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　村むら瀬せくんに、お礼れいを言いおうとしたけど、笛ふえが鳴なって、練れん習しゅうが再さい開かいしてしまう。

　そのとき、村むら瀬せくんと目めが合あった。

　そう思おもったけど、次つぎの瞬しゅん間かん、村むら瀬せくんは、ふいっと目めをそらしてしまう。

　えっ……？

　思おもわず、胸むねが冷つめたくなった。

　今いま、気きづかなかった……わけじゃないよね？

　わざとさけられた……？

　ううん、気きのせいかも！

　村むら瀬せくんみたいな人ひとが、わざと人ひとをさけるなんてこと、するわけがないよね？

　そう思おもいこもうとするけど、わたしの心しん臓ぞうは、いやな感かんじにドキドキしていた。
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　そのあとも、タイミングをつかめなくて、結けっ局きょくお礼れいを言いうことはできなかった。

　村むら瀬せくんがすぐそばにきたり、わたしの手てが空あいたりした瞬しゅん間かんは、あったんだけど……。

　やっぱり、村むら瀬せくんと目めが合あわないんだ。

　さっきはかばってくれたのに、どうしてなんだろう。

　話はなしかけようとするたびに、緊きん張ちょうで心しん臓ぞうがバクバク言いうし、さけられてるかもって不ふ安あんがうかんで、わたしはへとへとになってしまった。

「里り奈なちゃん、どうかした？」

　アンリちゃんが気きづいたのか、そう声こえをかけてくれるほど。

　いけない、いけない！

「ううん、なんでもないよ！」

　心しん配ぱいかけないように、わたしはむりやり笑え顔がおを作つくって、そう答こたえた。

　アンリちゃんは、なにか言いいたそうだったけど、それ以い上じょう、聞きかないでいてくれた。

　わたし、村むら瀬せくんに、なにかしたのかな……？

　考かんがえてみると、心こころ当あたりがたくさんある。

　部ぶ活かつでは失しっ敗ぱいばかりだし、この間あいだ、職しょく員いん室しつの前まえの廊ろう下かで話はなしかけてくれたときも、そっけない態たい度どを取とっちゃったし……。

「わたし、嫌きらわれちゃったのかな……」

　村むら瀬せくんは、わたしのために、いろいろ考かんがえてくれたのに……。

　こういうとき、どうしたらいいのかわからない。

　情なさけなくて、自じ分ぶんがいやになる。

　どうして、わたしってこうもダメなんだろう……。
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　俺おれ、ちゃんと、さりげなくさけられてるかな？

　鳥とり居いさんに話はなしかけられそうになるたびに、俺おれ──村むら瀬せ稔みのるは、いそいで目めをそらしていた。

　あんまりしゃべると、鳥とり居いさん、こまっちゃうみたいだから。

　この前まえ、職しょく員いん室しつの前まえで話はなしかけたとき、鳥とり居いさん、めちゃめちゃとまどっていた。

　そのときは、ちょっとムカついたけど、あとで冷れい静せいになって、反はん省せいした。

　純じゅんが言いってたみたいに、鳥とり居いさんは、人ひとと気きがるに話はなすのが、好すきじゃないみたいだ。

　俺おれ、こまってる人ひとを見みたら、つい話はなしかけちゃうけど、そういうのが苦にが手てな人ひともいる。

　おせっかいは、よくないよな。

　さっきは、部ぶ員いんの空くう気きがいやな感かんじになったのを、どうにかしたくて、つい声こえをあげちゃったけど……。

　あれも、鳥とり居いさんからしたら、よけいなお世せ話わだったかもしれない。

　一いっ瞬しゅん目めが合あったけど、俺おれは、あわてて目めをそらした。

　俺おれにかばわれたと思おもったら、またこまってしまうかもしれない。

　鳥とり居いさんは、俺おれのことが苦にが手てみたいだし……。

「ほっといて」って態たい度どだったんだから、そうしよう。

　鳥とり居いさんに、いやな思おもいをさせたくないしな！
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　五時じ間かん目めのホームルーム。

　今日きょうの話はなしあいのテーマは──。

「では、いよいよ来らい月げつにせまった文ぶん化か祭さいの出だし物ものについてです」

　委い員いん長ちょうと文ぶん化か祭さい実じっ行こう委い員いんの子こたちが、教きょう卓たくの前まえに立たつと、クラスメイトから、自し然ぜんにわーっと拍はく手しゅがおこった。

　文ぶん化か祭さいかぁ……！

　小しょう学がっ校こうでも似にたようなイベントはあったけど、中ちゅう学がく生せいの文ぶん化か祭さいってきっとぜんぜんちがって、本ほん格かく的てきなんだろうな。

　どんなことをするんだろう？

「去きょ年ねんまでの文ぶん化か祭さいでは、カフェとか迷めい路ろとか、巨きょ大だいな絵えの展てん示じとかをやってたみたいです。あと、体たい育いく館かんでのステージ発はっ表ぴょうもアリだって」

　いろんなことができるんだ！

　小しょう学がく生せいのときは、劇げきや合がっ唱しょうの発はっ表ぴょうだけだったから、楽たのしそうかも。

「りなちゃん、楽たのしみだね」

　となりの席せきの純じゅんくんが、そっと話はなしかけてきた。

　わたしは、こくんとうなずく。

　クラス中じゅうが、楽たのしそうにざわめいてる。

　みんなから、次つぎ々つぎとやりたいことがあがって、出でそろったところで、多た数すう決けつを取とっていく。

「──ってことで、うちのクラスの第だい一希き望ぼうはおばけ屋や敷しきで、第だい二希き望ぼうは迷めい路ろだね。希き望ぼうがかぶるクラスがあったら、どっちがやるか、くじびきになっちゃうけど……どっちになっても、うらみっこなしね！」

　次つぎの文ぶん化か祭さい会かい議ぎで、決きめてくるんだって。

「委い員いん長ちょうなら、当あててくれるって信しんじてるよ！」

「ちょっと、プレッシャーかけないでよ～」

　そんな声こえをあげるみんなに、苦にが笑わらいする委い員いん長ちょう。

　第だい一希き望ぼうで決きまるといいなぁ。
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　そして、委い員いん長ちょうは、みごとに第だい一希き望ぼうで決きめてきてくれた。

「文ぶん化か祭さいまで、あと三週しゅう間かん。最さい恐きょうのおばけ屋や敷しきにするぞー！」

「おー!!」

　委い員いん長ちょうのかけ声ごえに、クラスメイトたちが、こぶしをつきあげてる。

　議ぎ題だいは、具ぐ体たい的てきなものへと移うつっていった。

「どんなおばけ屋や敷しきにする？」

「やっぱり、ベタに着き物ものとか、柳やなぎとかじゃない？」

「えー？　でも、せっかくだから、かわいい衣い装しょうが着きたーい」

　いろんな意い見けんが出でるけど、全ぜん部ぶを取とり入いれるのは、むずかしそう。

　委い員いん長ちょうもそう思おもっているのか、黒こく板ばんの前まえで「うーん」とうなっている。

　おばけ屋や敷しきっていったら、髪かみの長ながい着き物ものの女おんなの人ひとが「うらめしや～」って言いう、和わ風ふうなイメージだけど……。

「…………洋よう風ふう、とか……」

　洋よう風ふうのおばけ屋や敷しきだったら、魔ま女じょとかのかわいい衣い装しょうだし、ヴァンパイアや狼おおかみ男おとことかも、かっこよさそう……なんて、わたしが空くう想そうしてたら、となりの席せきの純じゅんくんが、とつぜん立たちあがった。

「ねえ、洋よう風ふうおばけ屋や敷しきっていうのはどうかな？」

　えっ、純じゅんくん、同おなじことを考かんがえてたの!?

　びっくりして、純じゅんくんの横よこ顔がおを、まじまじと見みつめてしまった。

「洋よう風ふう？」

「そう。ヴァンパイアとか、魔ま女じょとか。静しずかなクラシック音おん楽がくを流ながしたり、ベートーヴェンの肖しょう像ぞう画がを飾かざったりとかさ。おもしろそうじゃない？」

「それ、いいね！」「さんせーい！」

　みんながすぐに乗のり気きになってくれて、ほっとした。

　わたしが言いいだしたわけじゃないけど、同おなじことを考かんがえていたから、自じ分ぶんの意い見けんを受うけ入いれてもらえたような気きがして……。

「純じゅんくん、いいアイデアだね」

　と、だれかに言いわれて、純じゅんくんは、

「あっ、これ私わたしが考かんがえたんじゃないんだ。りなちゃんが、案あんを出だしてくれたんだよ」

「え、鳥とり居いさんが？」

　みんなの視し線せんが、わたしに集しゅう中ちゅうして、びくっとしてしまった。

　えっ？　えっ？

　もしかして純じゅんくん、さっきわたしがつぶやいたのを聞きいて、代かわりに発はつ言げんしてくれたの……？
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「鳥とり居いさん、アイデアありがとう！」

「直ちょく接せつ、発はつ言げんしてくれてよかったのに～」

　みんなが、にこにこしながら言いってくれるけど……。

　こんなに注ちゅう目もくされて、どうしたらいいかわかんない！

　わたしは、ぎゅっと両りょう手てを握にぎりしめた。

「あの……そ、そう言いってもらえて、よかったです」

　うつむいたままで、めちゃくちゃ小ちいさい声こえでしか言いえなかったけど……。

　純じゅんくんが、わたしの肩かたをぽんぽんっと叩たたいてくれて、ほっとしたんだ。

　それから議ぎ題だいは、班はん分わけのことへと移うつっていった。

　セットを作つくるセット班はんと、衣い装しょうを作つくる衣い装しょう班はんに分わかれるんだって。

　みんな、どっちに入はいるかで、盛もりあがってるけど……。

　となりをちらっと見みると、純じゅんくんも、黒こく板ばんを見みながら悩なやんでいるみたいだった。

　わたしは、その肩かたをかるくつついた。

「純じゅんくん、あの……さっきは、ありがとう」

　純じゅんくんは、一いっ瞬しゅん、なんのことかわからなかったようだったけど、すぐにふわっとほほ笑えんでくれた。

「ううん。むしろ、りなちゃんが考かんがえたことを私わたしが勝かっ手てに言いっちゃって悪わるかったかなって思おもってた。そう言いってくれて、逆ぎゃくに私わたしのほうこそ、ありがとうだよ」

「そ、そんなこと……」

　逆ぎゃくにお礼れいを言いわれて、あわててしまう。

　前まえのほうの席せきでは、村むら瀬せくんが、

「俺おれ、絶ぜっ対たい、セット班はん！」

　とさわいでいる。

　アンリちゃんの名な前まえも、もうセット班はんのほうに書かかれていた。

「ねぇ、りなちゃんは、どっちの班はんにする？」と、純じゅんくん。

「うんっと、衣い装しょう班はんにしようかな。わたし、手しゅ芸げい好すきだし……」

「そっか。じゃあ私わたしも、衣い装しょう班はんかな」

「えっ!?」

　わたしがおどろいている間あいだに、純じゅんくんが手てをあげて言いう。

「委い員いん長ちょうー、私わたしとりなちゃん、衣い装しょう班はんねー」

　黒こく板ばんを見みると、衣い装しょう班はんのほうが、希き望ぼう者しゃが少すくなかったから、すんなり書かきくわえられた。

「え～！　純じゅんくん、うちらといっしょに、セット作つくろうよ～」

「純じゅんくんがやるなら、私わたしも衣い装しょう班はんに変かえようかなぁ」

　そんな声こえがあがって、アンバランスだった人にん数ずう分わけが、ちょうどよくなっていった。

　わたしは、純じゅんくんのそでをかるく引ひっぱった。

「純じゅんくん、衣い装しょう班はんでよかったの？」

「うん、もちろんだよ。楽たのしくなりそうだね」

　そう言いわれて、なんだかドキドキしてしまう。

　わたしといっしょで、楽たのしくなりそうってこと……!?

「いろいろ教おしえてね、りなちゃん」

「う、うん……！」

　わたしが、こくこくうなずきながらそう言いうと、純じゅんくんは、かっこいい笑え顔がおを見みせてくれた。
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　そうしてクラス全ぜん員いんで動うごきだした、文ぶん化か祭さいの準じゅん備び。

　みんなで盛もりあがって決きめた「教きょう室しつ全ぜん体たいに洋よう風ふうおばけ屋や敷しきを作つくる」っていうのは、思おもっていたよりもずっと、むずかしいものだった。

「だから～、通つう路ろの真まん中なかあたりに、待たい機きできる場ば所しょを作つくってさ。そこで待まちかまえて、おどかすってのはどう？」

「うん、それならいけるかも。じゃあ、どこから出で入はいりできるようにする？」

　セット班はんは、教きょう室しつの中なかいっぱいに通つう路ろを作つくらないといけないから、けっこう大おおがかりに作さ業ぎょうするらしい。

　それだけじゃない。

　おばけ屋や敷しきだから、教きょう室しつの中なかを、真まっ暗くらにする必ひつ要ようもある。

　窓まどに暗あん幕まくを張はって、光ひかりをさえぎるみたいだけど、通つう路ろ部ぶ分ぶんには、少すこし明あかりが必ひつ要ようだし、危き険けんがないようにするために、細こまかい工く夫ふうが必ひつ要ようだった。

　セット班はんの人ひとたちは、ああでもない、こうでもないって話はなしあっている。

「セット班はん、大たい変へんそうだね」

　型かた紙がみを切きりながら、りなちゃんが言いった。

　私わたしたち衣い装しょう班はんが作つくるのは、クラス全ぜん員いん分ぶんの衣い装しょうだ。

　基き本ほん的てきに、男だん子しがヴァンパイアで、女じょ子しが魔ま女じょ。

　そして、もちろん私わたしは──。

「純じゅんくん！　サイズ測はかってあげる～」

「あっ、私わたしがやろうと思おもったのに！」

　メジャーを手てに、二人ふたりで計けい測そく係がかりの取とりあいになってしまった……。

　右みぎと左ひだりの片かた方ほうずつ測はかる、ということで落おちついた。

「かっこいいんだろうなぁ、ヴァンパイアすがたの純じゅんくん♥」

「楽たのしみすぎる♥♥♥」

　測はかりながら、うっとりしてる女じょ子し二人ふたりに、私わたしはなんだか複ふく雑ざつな気き持もちになってしまう。

　そう、クラスの（おもに女じょ子したちの）賛さん成せい多た数すうで、私わたしはヴァンパイアのかっこうをすることに決きまっちゃったんだ。

　私わたしは、口くちをはさむすきもなかったなぁ……。

　べつに「絶ぜっ対たいに魔ま女じょのかっこうをしたい」ってわけでもないから、いいんだけどね。

　でも、おばけ屋や敷しきのキャストとして、お客きゃくをおどかすなら、怖こわくないといけないよね？

　文ぶん化か祭さい当とう日じつ、クラスのみんなは、おばけ係がかり・受うけ付つけ係がかり・宣せん伝でん係がかりに分わかれる予よ定ていだ。

　うまくおどかせる自じ信しんがないから、私わたしは受うけ付つけ係がかりか宣せん伝でん係がかりにしてもらおうかなぁ……と思おもっていたら。

「当とう日じつは、みんなに見みてもらいたいよね！」

「受うけ付つけに純じゅんくんがいたら、いっぱい人ひとがくると思おもわない!?」

「いっぱいきてほしいけど、ヴァンパイア純じゅんくんは、私わたしたちだけで独ひとり占じめしたくもある～！」

「わかる～～～～!!」

　……ははは。

　私わたしが言いわなくても、希き望ぼうどおりになりそうだ。

「衣い装しょうって衣い装しょう係がかりのうちらが全ぜん員いん分ぶん作つくるんだよね？」

「そうそう。一人ひとり三着ちゃくずつ」

「こっちはこっちで大たい変へんそ～」

　衣い装しょう班はんでも、話はなしあいながら、いろいろ決きめていく。

　材ざい料りょうの生き地じや、スパンコール、糸いとなんかは、まとめて買かってきて、配くばることになった。

　これまで、家か庭てい科かの時じ間かんに、バッグやエプロンを作つくったことはある。

　服ふくを作つくるのは、初はじめてだけど……。

　ふとうしろを見みると、みんなの輪わから、ほんの少すこし離はなれたところにいるりなちゃんが目めに入はいった。
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　私わたしの視し線せんに気きづいて、りなちゃんは、ちょっとまゆを下さげる。

「あの、純じゅんくん……。本ほん当とうによかったの？」

　りなちゃんは、おずおずと口くちを開ひらいた。

　……ん？　なんの話はなしだろう？

「えっと、純じゅんくんの着きるのが、ヴァンパイアの衣い装しょうで……」

　あぁ、そういうことか。

　女じょ子しの衣い装しょうじゃなくてもいいのかって、言いいたいんだ。

　そんなことに気きをつかってくれるの、りなちゃんくらいだなあ。

「私わたしは、ぜんぜんかまわないよ」

「でも……」

　りなちゃんは、なにか言いおうとしたけど、うまく言こと葉ばが出でてこないみたい。

　たしかに、男だん子しの衣い装しょうを着きる女じょ子しは、私わたし一人ひとりだと思おもう。でも、まあいいんだ。

　どう言いったら、うまく伝つたわるかな？

　私わたしは、少すこし考かんがえこんで、言こと葉ばを探さがした。

「私し服ふくも、わりとメンズが多おおいし。自じ分ぶんに似に合あうのを選えらんでいくと、自し然ぜんとそうなっちゃうっていうか……。それに、みんなが喜よろこんでくれるなら、それでいいんじゃないかな？」

　前まえは、ちょっとだけ、女じょ子したちの『理り想そうの王おう子じさまイメージ』を押おしつけられてる気きがして、モヤモヤした時じ期きもあった。

　だけど、麻ま友ゆせんぱいが「かっこいい服ふくでも、かわいい服ふくでも、私わたしらしくなれるんだ」ってことを、教おしえてくれたから……。

　あれから、こだわらずにいられるようになったんだ。

　そう思おもったのに、りなちゃんの表ひょう情じょうは、まだ晴はれない。

「わたしは……みんなの希き望ぼうより、純じゅんくんの気き持もちを、優ゆう先せんしてほしいな……」

　りなちゃんは、つぶやくような声こえで言いった。

　私の気持ち……？

「ねぇねぇ純じゅんくん！　ヴァンパイアの衣い装しょうに、スパンコールいっぱいつけるのはどう!?」

　どういう意い味みか、りなちゃんに聞ききかえそうとしたけど、ちょうどほかの子こに声こえをかけられてしまった。

　優ゆう先せんさせたい、私わたしの気き持もち……？

　その答こたえは、すぐにはわからなかった。
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　文ぶん化か祭さい前まえでも、部ぶ活かつの日ひは、変かわらずに活かつ動どうするのが、うちの学がっ校こうの方ほう針しんだ。

　部ぶ活かつも、文ぶん化か祭さいの準じゅん備びもあると、ちょっと大たい変へんなんだけど、「学がく業ぎょうと遊あそびのバランスを取とることも、学まなびのうち」なんだって。

　バスケ部ぶでは、三年ねん生せいが夏なつに引いん退たいしてから、私わたしたち一年ねん生せいも、コートに出でる時じ間かんが増ふえた。

　次つぎの試し合あいで、スタメンになれたらいいなって、ひそかに思おもっていたんだけど──。

「蒼あお井いさん、最さい近きん調ちょう子しいいよね」

　休きゅう憩けい中ちゅう、部ぶ長ちょうに声こえをかけられた。

「ありがとうございます！」

　わあ、うれしい！

　二年ねん生せいのせんぱいたちに、うまい人ひとが多おおいから、フルで試し合あいに出でるのは、むずかしいかなって思おもってたけど……。

　がんばったら、ねらえたりしちゃうかも？

　そんな私わたしに、部ぶ長ちょうはニッと笑わらう。

「次つぎの練れん習しゅう試じ合あいの相あい手て、うちと因いん縁ねんのある神くわ水みず中ちゅう学がくだからね。ビシバシいくよ！」

「はい!!」

　もしかして、期き待たいされてる？

　めちゃくちゃやる気きがわいてきた！

　気き合あいを入いれなおしていると、ほかのせんぱいたちが近ちか寄よってきた。

「純じゅんくーん、部ぶ長ちょうにほめられてたじゃーん？」

「レギュラーの座ざは、ゆずらないからね～？」

　そんなふうに言いわれて、あわててしまった。

「が、がんばります！」

　そのときは、笑わらいあって、和わ気きあいあいとしてたんだけど……。




　予よ告こくされたとおり、文ぶん化か祭さいの準じゅん備び期き間かんも、部ぶ活かつはハードだった。

　ライバル校こうとの対たい戦せん前まえだから、せんぱいたちの気き合あいの入いれようも、すごいわけで……。

「つっかれたー！」

「先せん輩ぱいたち、最さい近きん厳きびしいよね～」

　練れん習しゅうが終おわって、一年ねん生せいだけの部ぶ室しつは、そんな話わ題だいで盛もりあがっていた。

　せんぱいたちがいないから、こんなふうに話はなせちゃう。

「こうも練れん習しゅうきついと、文ぶん化か祭さいの準じゅん備びに支し障しょうが出でない？」

　一人ひとりがそう言いって、私わたしは内ない心しん、ドキッとしてしまった。

「でも、うちのクラスはみんなで協きょう力りょくしてるから、けっこう進すすんでるかも」

「うちも～」

　そ、そうなんだ……。

　うちのクラスも、順じゅん調ちょうといえば順じゅん調ちょうなんだけど……。

　同おなじクラスの、セット班はんの子こが、私わたしのほうをふりかえった。

「セットのほうはギリギリになりそうだけど、純じゅんくん、衣い装しょう班はんはどう？」

「あ…………えっと、そうだね。みんな、もう完かん成せいしそうだよ」

「えっ！　純じゅんくん、衣い装しょう作つくってるの？」

「すごーい！　純じゅんくんって、なんでもできるんだね！」

　ほかのクラスの子こたちが、口くち々ぐちにそう言いってくる。

　だけど、私わたしはなんと答こたえたものか、迷まよってしまう。

「でも純じゅんくん、次つぎの試し合あいでレギュラーになれるかもしれないんでしょ？　練れん習しゅうも、一いち番ばん厳きびしい気きがするし……」

「ううん、大だい丈じょう夫ぶだよ！　文ぶん化か祭さいも、部ぶ活かつも、がんばらなきゃだよね！」

　つい、そう答こたえてしまった……。

　着き替がえ終おわって、みんなで部ぶ室しつを出でたところで、

「私わたし、わすれものしたから、教きょう室しつもどるね」

　と言いって、一人ひとりで教きょう室しつのほうにむかう。

　こうなると、みんなに知しられるのは、ちょっとはずかしい。

　──まだ、自じ分ぶんの担たん当とうぶんの衣い装しょうを、完かん成せいさせられてないんだ、なんて……。
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　男だん子しバスケ部ぶのマネージャーとしての仕し事ごとを終おわらせたわたしは、教きょう室しつへと急いそいでいた。

　宿しゅく題だいが出でてたことをわすれて、うっかりノートを机つくえの中なかに入いれっぱなしにしちゃってたんだ。

　明日あしたから週しゅう末まつだから、絶ぜっ対たいに持もって帰かえらないと。

　家いえが反はん対たい方ほう向こうのアンリちゃんには、先さきに帰かえってもらっていた。

　下げ校こう時じ間かんのチャイムは鳴なったから、校こう内ないにはもうだれもいない。

　そうしてたどり着ついた教きょう室しつだったけど──。


カタン



　と中なかで物もの音おとがした。

　え？　だれかいるの？

　まさか、おばけ、とかじゃないよね……？

　わたしは、そっとドアを開あけた──つもりだったけど、思おもいのほか、大おおきな音おとが出でてしまった。

　教きょう室しつの中なかで、思おもいっきり飛とびあがったのは……。

「────あれ、純じゅんくん？」

　そこにいたのは、純じゅんくんだった。

　かばんをぎゅっと握にぎって、目めをまんまるにして、わたしのほうを見みている。

「純じゅんくんも、わすれものをしたの？」

「いや、わすれものっていうか……」

　純じゅんくんは、目めをそらしながら、かばんをさりげなくうしろにまわす。

　そのかばんからは、ヴァンパイアの衣い装しょうが、少すこしはみだしているのが見みえた。

「あ、おうちでやるの？」

「えっと、うん……。じつはちょっと、遅おくれてて」

　純じゅんくんは、めずらしく、なんだかしどろもどろだ。

　どうしちゃったんだろう？

「りなちゃんは、もう衣い装しょう作づくり、終おわった？」

「うん。自じ分ぶんのぶんが終おわったから、もう一着ちゃく作つくってるんだけど、それも週しゅう明あけには終おわりそうだよ」

「えっ、すごいね」

　純じゅんくんは、目めを見みはるけど、わたしは、ただたんに、ちょっと手しゅ芸げいが好すきなだけだ。

　もう一着ちゃくの衣い装しょうも、うまく縫ぬえないっていう子こがいたから、たのまれて手て伝つだっているだけだし。

「わたし、手しゅ芸げいが趣しゅ味みだから……。わたしにできることならって、引ひき受うけたんだ」

　でも、純じゅんくんにほめられて、ちょっとうれしくなっちゃった。

「えらいなぁ、りなちゃん」

「そ、そんなことないよ……！　わたし、一人ひとり遊あそびばかりしてたからっていうか……」

「でも、それでそんなにできるようになるなんて、すごいよ」

　ほめられ慣なれてなくて、なんだか居い心地ごこちが悪わるくなってくる。

「純じゅんくんは、もう少すこし？」

　いたたまれなくて、話わ題だいを変かえることにした。

　だけど、純じゅんくんは、とたんに少すこし気きまずそうな顔かおになってしまった。

「えっと………………じつは、はずかしいんだけど、まだ一着ちゃくも完かん成せいしてなくて……」

　あっ、そうだったんだ。

　でも、どうしてそんなに歯は切ぎれがわるいんだろう？

　すると純じゅんくんが、意いを決けっしたように顔かおをあげた。

　真しん剣けんなまなざしが、まっすぐにむけられて、ドキッとする。

「あの…………！　りなちゃん、もしよかったらなんだけど、私わたしに縫ぬい方かたを教おしえてくれないかな？　一人ひとりでやると、またぐしゃぐしゃになっちゃいそうなんだ。お願ねがい、助たすけてほしい！」

「えっ？」
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　わたしが、純じゅんくんに教おしえる？

　そんなの、なんかおそれおおいような……。

「あっ、でも今いまからだと、時じ間かんが遅おそくなるよね……。そうだ！　明日あしたから週しゅう末まつだし、よかったら、泊とまりがけでうちにこない？　それなら遅おそくまでできるし……。どうかな？」

　ええっ!?　お泊とまり!?

「えっ……えっと……」

「迷めい惑わくかな？　急きゅうだと、ご両りょう親しんが心しん配ぱいしちゃうか……」

　ううん、迷めい惑わくなんかじゃない。

　むしろ、誘さそってもらって、うれしいって気き持もちのほうが強つよい。

　だって、わたし、友ともだちの家いえでお泊とまりなんて、したことないんだもん。

　それに、あの純じゅんくんが、わたしのことを頼たよってくれている。

　いつも堂どう々どうとしてかっこいい純じゅんくんの、心しん底そここまってる顔かおを見みちゃったら、絶ぜっ対たいにほうっておけないよ……。

「……お母かあさんに電でん話わして、聞きいてみるね」

　気きがついたら、わたしは、そう答こたえていた。

　とたんに、純じゅんくんの表ひょう情じょうが、ぱあっと明あかるくなって、それだけでうれしくなってしまう。

　お母かあさん、オッケーしてくれるといいな……。

　わたしがスマホを取とりだすと、純じゅんくんも「じゃあ私わたしも、お父とうさんに連れん絡らくしておくね」と電でん話わしだした。

　すぐに電でん話わをとってくれたお母かあさんは、

『えっ、純じゅんくんって、保ほ育いく園えんがいっしょだったあの子こ？　むこうのご両りょう親しんがオッケーだったら、泊とまりに行いっていいよ～』

　と、言いってくれた。やったぁ！

「うちは大だい丈じょう夫ぶだったけど、りなちゃんのほうはどうだった？」

　電でん話わを切きると、純じゅんくんも、ちょうど電でん話わが終おわったところだった。

「泊とまりに行いっていいって！」

　うれしくて、思おもわず満まん面めんの笑えみになっちゃった。

「やったぁ！」

　ガッツポーズでよろこぶ純じゅんくんに、わたしは、ますますうれしくなってしまった。







[image: ７　純くんのおうちって……？]

　あの純じゅんくんの家いえに、お泊とまりだなんて、あまりの急きゅう展てん開かいに、胸むねがドキドキしっぱなしだ。

　こんなこと、さっきまで想そう像ぞうすらしていなかった。

　だけど、現げん実じつなんだなぁ……。

　まずは、純じゅんくんと二人ふたりで、わたしの家いえに行いって、着き替がえを取とってくることになった。

　連れん絡らくしておいたから、お母かあさんはかばんを出だして、待まっていてくれた。

「まぁ純じゅんちゃん！　本ほん当とうにかっこよくなったね～。久ひさしぶり～」

「あっ、お久ひさしぶりです！」

　お母かあさんと純じゅんくんが、あいさつしているのが、なんだかむずがゆい。

　純じゅんくんには、リビングで待まってもらって、わたしは急いそいで部へ屋やに駆かけこんだ。

　パジャマと、明日あしたの服ふくと……あと、なにがいるかな？

「里り奈なったら、引ひっ越こしてきて以い来らい、純じゅんちゃんの話はなしをよくしてるのよ～」

　リビングにもどると、お母かあさんが、純じゅんくんにそんな話はなしをしていた。

「お、お母かあさんっ！」

　いったい、なにを話はなしたの!?

「純じゅんくん、待またせてごめんね。お母かあさんってば、よけいなことばっかり言いうんだから……」

「ううん、りなちゃんが、私わたしのことを大だい事じな友ともだちって思おもってくれてることが伝つたわってきて、うれしかったよ」

　えっ、なんだか、すごくはずかしい……。

　でも、ひとまずは、準じゅん備び完かん了りょうだ。

　わたしたちは、お母かあさんに見みおくられて、家いえを出でた。

「純じゅんくんの家か族ぞくって、どんな感かんじなの？」

　歩あるきながら、わたしがそうたずねると、純じゅんくんは、なんだか微び妙みょうな顔かおをした。

「えっと、うちはお母かあさんが外そとで働はたらいてて、家いえのことはお父とうさんがしてるんだ。あと、お兄にいちゃんが、二人ふたりいるんだけど……」

　そこで言いいよどむ純じゅんくんは、言こと葉ばを探さがしてるみたい。

「～～～～りなちゃん、ちょっとびっくりするかもしれないけど、途と中ちゅうで帰かえったりしないでね」

　えぇっ!?

　い、いったい、どんなお兄にいさんたちなの……!?




　　　　[image: ]




　純じゅんくんの家いえへ、たどり着ついたけど──。

「………………もしかしたら、まだ帰かえってないかもしれないし、いても、お父とうさんがちゃんと言いっておいてくれてるかもしれないし……」

　純じゅんくんは、ドアの前まえで、なにやらぶつぶつ言いっている。

「純じゅんくん……？」

「あっ、ごめんね、りなちゃん。今いま、開あけるから」

　そっと声こえをかけると、純じゅんくんは思おもいきったように、ドアを開あけた。

　そのいきおいはよかったけど、そーっと中なかをのぞきこむ。

「た、ただいまー……？」

　わたしも気きになって、純じゅんくんの横よこから、中なかの様よう子すをうかがった。

　すると、部へ屋やのドアから、顔かおだけ出だしている二人ふたりの男おとこの人ひとと目めが合あって、ドキッとする。

　その視し線せんが、やけにするどいような……？

　でも、その視し線せんが、わたしと合あったとたんに、ぱっとやわらぐ。

「よしっ、男おとこじゃないぜ！」

「女おんなの子こじゃないか。しかもかわいいぞ！」

　叫さけびながら、二人ふたりはぴゅっと部へ屋やの中なかに、引ひっこんでしまう。

「？　？　？」

　思おもわず純じゅんくんを見みあげると、ふかぶかとため息いきをついていた。

「あ～～もう失しつ礼れいなことを……。りなちゃんごめん、あんな兄あにでも、取とって食くったりしないからあがって？」

「えっと……今いまのは、どういう……」

　いまだ、玄げん関かんに棒ぼう立だちになっている、わたしたち。

　お部へ屋やのほうから、今こん度どはべつの男おとこの人ひとが現あらわれた。

「こら、明あきらくん！　遥はるかくん！　お客きゃくさんに失しつ礼れいだろう！　……おかえりなさい、純じゅんさん。こちらは、里り奈なさん……で、よかったかな？」

「はっ、はい！　こ、こんにちは……！」

　エプロンをつけた、優やさしそうな人ひとだ。こちらが、お父とうさんかな？

　そして、そのうしろから、さっきの二人ふたりがすがたを見みせる。

「わるいわるい、純じゅんが連つれて帰かえってくるのが、もしオトコだったら、ブンなぐってやろうと思おもって、待まちかまえてたからさ」

「だよな。こんなかわいい子こなら、最さい初しょから大だい歓かん迎げいだったぜ！」

　かわるがわる言いうこの二人ふたりも、エプロンの人ひとも、すごく背せが高たかい。

　顔かおを見みあげると、首くびが痛いたくなってしまいそう。

「わるいわるいじゃないよ、もう……！　りなちゃん、こちら紹しょう介かいするね。お父とうさんと、上うえの明あきらお兄にいちゃんと、下したの遥はるかお兄にいちゃん。二人ふたりとも大だい学がく生せいなんだけど、ごめん、こんなで……」

　と、純じゅんくんは申もうし訳わけなさそうな顔かおをする。

　うわぁ……。お兄にいさん二人ふたりも純じゅんくんのお父とうさんも、落おちついて見みてみると、すごいイケメンだ……！

　明あきらさんは、クールな秀しゅう才さい系けいって感かんじで、遥はるかさんは、元げん気きなスポーツマンって感かんじ。

　さすが純じゅんくんの家か族ぞく……。

「だって、純じゅんがだれか連つれて帰かえるって連れん絡らくがあったっていうからさ。めずらしいだろ？」

「万まんが一いち、『家か族ぞくにカレシを紹しょう介かい！』みたいなシチュエーションだったら、俺おれらの出で番ばんだろ？」

「って言いうか、とりあえず一いっ発ぱつなぐる」

「もうっ、お兄にいちゃんたちっ！」

　思おもわず純じゅんくんを見みあげると、あきれたような顔かおをしていた。

「ごめんね、りなちゃん。本ほん当とうに、この二人ふたりのことは、気きにしなくていいから」

「なんてこと言いうんだ、純じゅん！　おれたちは純じゅんのことを思おもって……」

「そうだぞ！　世せ界かい一いちかわいい純じゅんのことを！」

　声こえをそろえるお兄にいさんたちに、純じゅんくんは深ふかくため息いきをついた。

　こ、これは……いわゆる、『極きょく度どの兄あにバカ』ってやつかな……？

　純じゅんくんは、これを見みられたくなかったってこと？
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「ほらみんな、お客きゃくさんを、いつまでも玄げん関かんに立たちっぱなしにさせてちゃダメだろう？　里り奈なさん、どうぞあがって」

「は、はい！　おじゃまします……！」

　純じゅんくんのお父とうさんの言こと葉ばに、わたしは、あわてて頭あたまを下さげた。

　短たん時じ間かんで、いろいろ衝しょう撃げきだったなぁ。

　そう思おもいながら、すすめられたスリッパを履はいて、歩あるきだそうとしたとき、うしろで玄げん関かんのドアが開あいた。

「ただいまー。……って、あら？　純じゅんも帰かえってきたとこ？」

　入はいってきたのは、スリムなパンツスーツを着きこなした、きれいな女おんなの人ひとだった。

　まるで、純じゅんくんの大人おとなバージョンって感かんじの、この人ひとは……。

「里り奈なちゃん、いらっしゃい。私わたしのこと、覚おぼえてるかな？」

「は、はい！　お久ひさしぶりです」

　やっぱり、純じゅんくんのお母かあさんだ！

　ほほ笑えみかけられて、なんだかドキドキしてしまった。

　純じゅんくんにそっくりなんだけど、でもちがう人ひとで、なんだかふしぎな感かんじ……！

　純じゅんくんのお父とうさんが、やさしい顔かおで見みてる。

「おかえりなさい、かえでさん。……みんな、ごはんの準じゅん備びにもう少すこしかかるから、待まっててくれるかい？」

「あっ、なにか、わたしもお手て伝つだいできれば……」

「大だい丈じょう夫ぶだよ。手て伝つだいなら、明あきらくんたちにさせるから。里り奈なさんは、くつろいでて」

「じゃあ私わたしたち、部へ屋やにいるね。りなちゃん、行いこう」

「う、うん！」

　いよいよ、純じゅんくんのお部へ屋や！

　わたしは、ペコリと頭あたまをさげると、純じゅんくんのうしろについていった。
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　二階かいの純じゅんくんの部へ屋やは、カジュアルな雰ふん囲い気きだった。

　なんとなく、シンプルでクールな感かんじなのかなってイメージしてたけど、かた苦くるしくなくて、適てき度どに散ちらかっていて、居い心地ごこちがよさそう。

　ベッドの上うえに、クマのぬいぐるみがおいてあって、かわいいなって思おもっちゃった。

「なにか、気きになる？」

「えっ、ううん！　わたし、お友ともだちの部へ屋やに入はいるのが初はじめてで、どうしたらいいのかなって」

　なにか、友ともだちのお部へ屋やでのマナーとかって、あるのかな？

　すると、純じゅんくんは楽たのしそうに笑わらった。

「気き楽らくにしていいよ。私わたしも、アンリ以い外がいを呼よぶのは、初はじめてなんだ」

「そうなの？」

「うん。アンリは、いつもそのベッドに寝ねころがってるよ」

　そうなの!?

　純じゅんくんが、ベッドにどうぞと手てで示しめしてくれるけど、さすがに、初はじめてきたのに寝ねころがることは、できないよ！

　しかも、純じゅんくんのベッドでなんて！

「こ、こっちで……」

　わたしは、カーペットの上うえに、そっと座すわった。

　また純じゅんくんに、くすくす笑わらわれてしまったけど……それも、なんだか楽たのしいかも。

　ローテーブルの上うえに、純じゅんくんが改あらためて、文ぶん化か祭さいの衣い装しょうを出だしていく。

「さっそくでごめんね。まだ、これくらいしかできてないんだけど……間まにあうかな？　どう思おもう？」

　思おもいつめたような顔かおで、純じゅんくんはわたしを見みつめてくるけれど……。

　あれ、思おもったよりもできてる。

　あとは、スパンコールやリボンをつけるだけだ。

　って、そこがけっこう時じ間かんがかかるところなんだけど……でも。

「ぜんぜん大だい丈じょう夫ぶ。ここまでできているなら、じゅうぶん間まにあうよ」

「そう？」

　純じゅんくんが、あまりにも絶ぜつ望ぼう的てきな顔かおをしてたから、もっとできてないのかと思おもっちゃった。

　これくらいなら、二人ふたりでちょっとがんばれば、今こん夜や中じゅうに終おわるかも。

「私わたし、本ほん当とうに不ぶ器き用ようなんだよね……。今こん回かいのことで、思おもい知しっちゃった」

「そんなことないよ、純じゅんくん。教おしえるから、いっしょにがんばろうね」

　わたしが言いうと、

「うん。助たすかった」

　純じゅんくんの表ひょう情じょうが、ほっとやわらぐ。

　本ほん当とうに、思おもいつめていたみたい。

「……ありがとう、りなちゃん」

　やわらかな視し線せんで見みつめてくる純じゅんくんに、一いっ瞬しゅん、胸むねがどきんとしてしまう。

　そのとき、ノックの音おとがひびいた。

「純じゅん、里り奈なちゃん、ごはんの用よう意いができたよ。下おりておいで」

　顔かおをのぞかせたのは、純じゅんくんのお母かあさん。

　わたしは、純じゅんくんのあとにつづいて、リビングへとむかった。
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「なあ里り奈なちゃん、純じゅんは学がっ校こうでは、どんな感かんじ？」

「やっぱモテてる？　モテてるよな！　くっそー、変へんな男おとこだったら、ゆるさないぞ！」

　夕ゆうごはんの席せきで、かわるがわるたずねてくるのは、言いうまでもなくお兄にいさんたち。

　えーっと、どう答こたえたらいいんだろう……？

　純じゅんくんがモテるのは事じ実じつだけど、おもに女じょ子しから、なんだよね。

　お兄にいさんたちが、想そう像ぞうしてるのとは、だいぶちがう気きがするんだけど……。

「りなちゃん、気きにしなくていいからね」

　悩なやんでいたら、純じゅんくんが、つかれたような声こえで、助たすけ舟ぶねを出だしてくれた。

「純じゅん、なんでそんなこと言いうんだよ～」

「俺おれたちには、学がっ校こうでの様よう子すを、あんまり聞きかせてくれないしなぁ」

「だって、すっごく細こまかく聞きいてこようとするでしょ！　うざい！」

「うざいとか言いうなあ!!　お兄にいちゃんたち泣なくぞ！」

　頬ほおをふくらませてお兄にいさんたちとやりあってる純じゅんくんは、なんだかかわいい。

　いつも『王おう子じさま』の顔かおしか見みてないから、『妹いもうと』の顔かおが、こんな感かんじだなんて、知しらなかった。

　思おもわずふふっと笑わらっちゃったら、純じゅんくんが、むーっとこっちを見みてきた。

「りなちゃーん？」

「あっ、ごめんね！　なんか、おもしろくて」

　わたしは、あわてて口くちを押おさえた。

「あのっ、悪わるい意い味みじゃなくて……！　わたし、一人ひとりっ子こだから、きょうだいがいたら、こんな感かんじなのかなって……」

　こんなににぎやかな食しょく卓たくは、初はじめてかも。

　うちは、お父とうさんが仕し事ごとで遅おそいことが多おおいし、一人ひとりっ子こだから、おおぜいで囲かこむ食しょく卓たくが、こんなに楽たのしいって、知しらなかった。

「里り奈なちゃんなら、もう一人ひとりの妹いもうとってことで、大だい歓かん迎げいだよ」

「純じゅんと、もう一人ひとり、妹いもうとか～。いいな！」

　お兄にいさんたちに、そう言いわれて、あせってしまう。

　こんなかっこよくて、おもしろいお兄にいさんたちがいたら、はらはらどきどきして大たい変へんかも!?

　でも、純じゅんくんと家か族ぞくになれるのは……うれしいような……。

「えっと、えーっと……」

「ほらお兄にいちゃんたち！　りなちゃんがこまってるじゃん」

「あのっ、あの！　わたし、純じゅんくんの妹いもうとになるのがいやっていうわけじゃなくて……！」

「かーわいーなぁ。ほんとに妹いもうとになる？」

「いけすかないヤローだったら、ゆるさないところだけど、里り奈なちゃんなら、毎まい日にち泊とまりにきてもいいぜ！　純じゅんの話はなし、聞きかせてくれよ！」

　さらに言いいつのられちゃって……。

　どっ、どうしよう!?

「二人ふたりとも、そのへんにしておきなさい」

　ぴしゃりと言いいはなつ、純じゅんくんのお母かあさん。

　そのとたん、お兄にいさんたちは、ピシッと背せすじを正ただした。

　すごい……このお兄にいさんたちを、ひと言ことで黙だまらせちゃうなんて！

　でも、とりあえず、助たすかった……。

「里り奈なさん、ゼリーは好すきかい？」

　純じゅんくんのお父とうさんが、笑わらいながら、そう問といかけてくる。

「はっ、はい！」

「じゃあ、デザートをどうぞ」

　純じゅんくんのお父とうさんが出だしてくれたのは、ガラスの器うつわに盛もられたリンゴゼリーだった。

　きらきらしてて、とてもきれい。

「すてき……」

「ありがとう。がんばって作つくったかいがあるよ」

「手て作づくりなんですか!?」

　うわーすごい！

　お花はなのかたちで、お店みせみたいに、生なまクリームとミントの葉はっぱまでのってるけど、こういうのって手て作づくりできるんだ……。

　もちろん、味あじもすごくおいしくて、わたしが純じゅんくんのお父とうさんにそう伝つたえると、蒼あお井い家けのみんなは、にこにこしていた。
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　夕ゆう食しょくが終おわって、わたしたちは、また純じゅんくんの部へ屋やにむかった。

「変へんな家か族ぞくでごめんね」

　部へ屋やに入はいると、純じゅんくんがそう言いってくる。

「ううん、すごく楽たのしかったよ。いい家か族ぞくだね」

「そうかなぁ？」

　本ほん気きで首くびをかしげてる純じゅんくんが、なんだかおかしくて、かわいい。

　まぁいいか、と純じゅんくんは、衣い装しょうに手てを伸のばす。

「食たべてすぐに、ごめんね。この、スパンコールをつけるのが、むずかしくて……」

「じゃあ、そこはわたしがやるよ。純じゅんくんは、リボンのほうをお願ねがいできる？」

　やっぱり、細こまかいところが苦にが手てだったんだ。

　魔ま女じょのワンピースは、あとはリボンをつけるだけ。

　きっと、こっちのほうが、簡かん単たんだ。

「う、うん。まっすぐ縫ぬうだけだもんね。がんばる……」

「大だい丈じょう夫ぶだよ！　縫ぬい方かたのコツも教おしえるから」

　苦にが手て意い識しきがあるせいか、不ふ安あんそうな純じゅんくんに、わたしはそう言いった。

　実じっ際さい、教おしえたら、純じゅんくんはすぐに、手てばやく縫ぬえるようになった。

　真しん剣けんな表ひょう情じょうで縫ぬっていく純じゅんくん。

　よかった……。

「あのね、りなちゃん」

　わたしも、黙もく々もくとスパンコールを縫ぬいつけていたら、ふいに純じゅんくんが声こえをかけてきた。

　顔かおをあげると、純じゅんくんは、なんだかこまったような顔かおをしていた。

「えっと、手て伝つだってもらっておいて、なんだけど……。私わたしが裁さい縫ほう苦にが手てってこと、みんなには、だまっててくれないかな……？」

　もちろん言いいふらすつもりはなかったけど、念ねん押おしをするなんて、どうしてだろう？

「もちろん、かまわないけど……。純じゅんくんに、ひとつくらい苦にが手てなことがあっても、みんな笑わらったりしないと思おもうよ？」

「でも、幻げん滅めつされたらって思おもうと……なんか、ね……。あははっ、私わたしって、みえっぱりだよね」

　少すこし苦にがいものを飲のんだような顔かおで、純じゅんくんは笑わらう。

　純じゅんくん……。

「女じょバスの子こからも、今日きょう、『なんでもできるんだね』『すごーい』って言いわれちゃってさ。そんなふうに言いわれたら、本ほん当とうのことを、言いいだせなくなっちゃって」

　みんなの『王おう子じさま』な純じゅんくんは、人ひとのイメージを壊こわさないように、気きにしちゃうのかもしれない。

　だけど、もしイメージとちがっても、それは純じゅんくんのせいじゃない。

　純じゅんくんに『王おう子じさま』な部ぶ分ぶんがなくても、きっとみんな、嫌きらいになったりなんかしない。

　少すくなくとも、わたしはそうだよ……って。

　どう言こと葉ばにしたら、伝つたわるかな？

「……ねぇ、純じゅんくん。わたしが、人ひとと話はなすのが苦にが手てなのは、知しってるよね？」

　純じゅんくんは、静しずかにうなずいた。

　平へい凡ぼんなわたしと、『王おう子じさま』な純じゅんくん。

　同おなじようにならべて語かたるのは、ずうずうしいかもしれないけど……。

「──この前まえね、わたしのそういう態たい度どのせいで、ある人ひとからさけられちゃって、すごく落おちこんでるんだ……。純じゅんくんは、わたしと仲なかよくしてくれるけど、そんなふうにだめな部ぶ分ぶんもあるわたしに、あきれちゃうかな？」

「そんなことない！」

　純じゅんくんが、強つよく言いいきってくれる。

　純じゅんくんはやさしいから、そう言いわせちゃってる部ぶ分ぶんもあるだろうけど……。

「ありがとう。あのね、わたしも純じゅんくんと、同おなじ気き持もちだよ？　少すくなくとも、わたしはがっかりなんてしなかった。純じゅんくんのことを好すきなみんなだって、きっとそうなんじゃないかな？　もし幻げん滅めつしたなんて言いう人ひとがいたら、わたし…………純じゅんくんを守まもるよ！反はん論ろんするのは苦にが手てだけど……絶ぜっ対たいがんばるから！」

　伝つたわるかな？

　伝つたわってほしい。

　そう思おもっていたら──。

「ふふっ」

　笑わらわれてしまった……！

　純じゅんくんは、口くちに手てを当あてて、おかしそうに笑わらっている。
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「えっと、あ、あの、わたしじゃ頼たよりないかもしれないけど……！　でもきっと、アンリちゃんも、同おなじことを言いうかなって思おもうし……！」

　自じ分ぶんがなにを言いってるのか、わからなくなってきた！

　これ以い上じょう、どう伝つたえたらいいんだろう!?

「ふふっ、ごめん、ごめん。りなちゃんのことがおかしかったんじゃなくて、こんなちっちゃいことで思おもいつめてた自じ分ぶんが、バカだなって思おもって」

「純じゅんくん……？」

「そうだよね。わかってくれる人ひともいるよね……。りなちゃんがついてるなら、百ひゃく人にん力りきだ」

　そう言いって笑わらう純じゅんくんは、すごくきれいで、思おもわず顔かおが赤あかくなってしまう。

　そっ、そこまで頼たよりがいがあるかな!?

「えーっと、えーっと……。できるだけ、がんばるよ！」

「話はなしを聞きいてくれて、ありがとね。なんだかすっきりした」

「そ、それならよかった」

「とりあえず、今日きょうは、衣い装しょうで、もうちょっと力ちからになってくれたらうれしいな。がんばって、仕し上あげるつもりだから」

「うん！　まかせて！」

　今いまはまだ、これくらいしかできないけど……。

　もっともっと、純じゅんくんに頼たよってもらえるようになれたら……うれしいな。
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　もしかしたら「間まにあわないかも、どうしてこれくらいのことができないんだろう」なんて、あせっていたのが、いけなかったのかもしれない。

　それからは、少すこし肩かたの力ちからが抜ぬけたみたいで、順じゅん調ちょうに進すすんだ。

　もちろん、りなちゃんの教おしえ方かたがわかりやすくて、やさしかったおかげでもある。

　しばらくして──。

　私わたしとりなちゃんは、三枚まいの衣い装しょうをならべて、見みおろした。

「よしっ、完かん成せいー！」

「やったね、純じゅんくん」

　思おもわず、二人ふたりそろって、ばんざいをした。

　私わたしが両りょう手てを差さしだすと、りなちゃんは、ためらわずにハイタッチをかえしてくれた。

　りなちゃんの全ぜん開かいの笑え顔がおに、うれしさが倍ばい増ぞうする。

「りなちゃん、本ほん当とうにありがとね。おかげで無ぶ事じに完かん成せいしたよ」

「ううん。純じゅんくんが、がんばったからだよ」

　衣い装しょうを縫ぬいながら、二人ふたりきりでいろんな話はなしができたし、この夜よるだけで、りなちゃんとすごく距きょ離りが近ちかづいた気きがする。

　私わたしは、固かたまった体からだをほぐすように、大おおきく伸のびをした。

　もうすぐ日ひづけの変かわる時じ間かんだ。

「もうこんな時じ間かんだね。そろそろ寝ねなきゃ。りなちゃんは、そっちのベッドを使つかって？　私わたしは床ゆかに布ふ団とんを敷しくから」

「えっ、そんな……！」

「いいって、いいって。あっ、ちゃんとシーツは替かえたから！　枕まくらはこれ」

「そういうことじゃないんだけど……！」

　私わたしは笑わらいながら、りなちゃんに枕まくらを押おしつけた。

　かまわずに予よ備びの布ふ団とんを持もってきて、ベッドのとなりに敷しく。

　りなちゃんは、しぶしぶ私わたしのベッドに腰こしかけた。

　いごこちの悪わるそうな表ひょう情じょうに、ちょっと笑わらってしまう。

「布ふ団とん入はいって。電でん気き、消けすよ」

　スイッチを押おすと、ルームライトのほのかな灯あかりだけになる。

　見み慣なれた自じ分ぶんの部へ屋やだけど、ちがう場ば所しょみたい。

　うす暗ぐらい部へ屋やを、ゆっくり移い動どうして、布ふ団とんに横よこになった。

　いつもの部へ屋やで、友ともだちが寝ねているって、なんかふしぎな感かんじだ。

　修しゅう学がく旅りょ行こうや合がっ宿しゅくで、同どう級きゅう生せいと同おなじ部へ屋やに、お泊とまりしたことはある。

　でも、私わたしの部へ屋やで、夜よるにだれかと二人ふたりっきりっていうのは、初はじめてなんだ。

　りなちゃんのほうを、むいてみた。

　りなちゃんも、私わたしのことを見みていて、ぱちっと目めが合あった。

「……わたし、友ともだちのおうちにお泊とまりって、初はじめてなの」

「そうなの？」

「うん。友ともだちといっしょに寝ねるのって、ドキドキするね」

　楽たのしそうにくすくす笑わらうりなちゃんは、普ふ段だん以い上じょうに、しゃべってくれている。

「今日きょうは、ずっと笑わらっているね」

　私わたしがそう言いうと、りなちゃんは、あわてだした。

「う、うるさかったかな」

「ぜんぜん。いっぱいしゃべれてうれしいよ。りなちゃんの心こころの内うち側がわに入いれてもらった気きがする」

「心こころの内うち側がわ……？」

　りなちゃんは、少すこしとまどったみたい。

　私わたしの言こと葉ばをくりかえして、それから納なっ得とくしたようだった。

「うん……わたしも、そんな感かんじがする。いつもより、かまえずにしゃべれてるなって……。わたしね、転てん校こうばかりしてきたって言いったでしょ？　だから、今いままで文ぶん通つうしてたアンリちゃん以い外がいに、深ふかいつきあいをできる友ともだちが、なかなかできなくて……。だから、今日きょう、純じゅんくんが誘さそってくれて、本ほん当とうにうれしかったんだ。おうちにも、呼よんでもらったし……」

「思おもいがけず、私わたしのダメなところも見みちゃったしね」

「そ、そんなこと！」

　あせるりなちゃんに、笑えみがこぼれてしまった。

「……バレたのが、りなちゃんでよかった。笑わらわないで、聞きいてくれたから」

　私わたしがそう言いうと、りなちゃんは、ふふっと笑わらった。

「わたしだって、純じゅんくんはかっこいいって思おもうけど、できないことがあるって知しった今いまは、そんなところも、すてきだなって思おもうよ」

　まっすぐにほめられて、なんだかはずかしくなってきた。

　部へ屋やが暗くらくてよかった。

　私わたし、今いま、顔かおが赤あかくなってそうだから……。

　かっこいいとか、すてきだとか、いつも女じょ子したちに言いってもらっていて、ちょっと慣なれちゃってたけど……。

　なんでだろう、りなちゃんから言いわれると、ドキドキしちゃう。

「り、りなちゃんと、中ちゅう学がくであらためて友ともだちになれてよかった」

「わたしも！　純じゅんくんと再さい会かいできたらって、ちょっと期き待たいしていたけど、まさか本ほん当とうになるなんて……」

　りなちゃんは、そこで言こと葉ばを切きる。

　つづきがあるようだったから、私わたしはそのまま待まった。

「あのね、転てん校こうしてきた日ひ、純じゅんくんがとなりの席せきで……わたし、運うん命めいかもって思おもったんだよ」

「運うん命めい？」

　その言こと葉ばに、ドキッとしちゃって、つい聞ききかえしてしまう。

　私わたしのその反はん応のうに、りなちゃんは、ちょっとあせったみたい。

「えっと……お、おおげさな言いい方かたしちゃったけど、それくらいうれしかったって意い味みだよ!?」

　りなちゃんは、めずらしく早はや口くちだ。

　そのあわて方かたが、なんだかおかしくて、悪わるいとは思おもいつつ、ふきだしてしまう。

　あわてたりなちゃんは、耐たえられなくなったみたいに、くるっと寝ねがえりを打うって、私わたしに背せ中なかをむけてしまった。

「も、もう寝ねなきゃだよね！　おやすみ！」

　それきり、黙だまりこんでしまう。

　背せ中なかが大おおきく上じょう下げしていて、一いっ生しょう懸けん命めい寝ねたふりをしてるみたい。

　その様よう子すがまたかわいくて、私わたしは声こえを出ださずに笑わらった。

　……なんて、なんでもないふりをしてるけど、私わたしもちょっとだけ、よゆうがなかった。

　心しん臓ぞうが、バスケの試し合あい中ちゅうみたいに、ドキドキしてる。

　耳みみから心しん臓ぞうの音おとが、聞きこえそうなくらい。

　それでいて、苦くるしいんじゃなくて、ワクワクしている感かんじも、試し合あい中ちゅうといっしょだ。

　暗くら闇やみに慣なれた私わたしの目めには、見みえていた。

　運うん命めいだって言いったときの、りなちゃんの表ひょう情じょうが……。

　女おんなの子こたちに、私わたしのありのままのすがたを見みせたら、がっかりする子こが多おおいんだろうなって、勝かっ手てに思おもいこんでいた。

　私わたしは、いつの間まにか、みんなのあこがれる『純じゅんくん』でいようとしていたんだ。

　むりして演えんじてた、っていうほどじゃないけど……。

　かわいいものが好すきだとか、手しゅ芸げいが苦にが手てだとか、ささいなことかもしれない。

　だけど、そのささいなことを、言いえずにいた。

　笑わらわれると思おもったのに、すてきだと言いってくれたりなちゃん。

　それが、どれだけうれしかったか、気きづいてる？

「う、ん……」

　声こえが聞きこえたから、一いっ瞬しゅんあせっちゃった。

　でも、声こえはそれきりだった。

　りなちゃん、いつの間まにか、本ほん当とうに眠ねむっちゃったみたい。

　寝ねがえりを打うって、こっちをむいた。

　あ、思おもってたよりも、まつげが長ながい。

　かわいいなぁ……。

　………………って、えっ!?

　なんで、こんなふうに思おもっちゃったんだろう!?

　いや、りなちゃんは、かわいい子こだけど！

　でも、女おんなの子この顔かおから、こんなふうに目めが離はなせなくなったのは、初はじめてっていうか……。

　ううん、ちがう。

　麻ま友ゆせんぱい以い来らいだ……。

　そこで、私わたしは考かんがえるのを止やめた。

　えっ？　待まって待まって待まって？

　まさか………………だめだよ、友ともだちだもん。

　せっかく仲なかよくなれたのに……あんなふうに、うれしそうに笑わらってくれたのに。

　なんでこんなふうに思おもっちゃうの？

　こんな気き持もち、本ほん人にんには絶ぜっ対たいに気きづかれちゃいけない。

　ときめいたら、だめだ。

　っていうか、きっと気きのせいだから！

　何なん時じ間かんも二人ふたりきりでがんばって、今いまちょっと、ハイテンションになってるだけ！

　静しずまれ、心しん臓ぞう！

　でも、なかなかドキドキはおさまらなくて……。

　私わたしも早はやく寝ねちゃおう。

　でも、もう少すこしだけ……。

　りなちゃんが、目めを覚さましませんように──。

　そう祈いのりながら、私わたしはその寝ね顔がおを見みつめていた。
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　週しゅう末まつに文ぶん化か祭さいをひかえた、ある日ひの放ほう課か後ご。

　私わたし──吉き良らアンリ──たちセット班はんも、準じゅん備びの大おおづめをむかえていた。

「うわー、段だんボール、なんかちょっと足たりないかも」

　段だんボールは、おばけ屋や敷しきの中なかの通つう路ろを作つくるのに、たくさん使つかっていた。

　今いま作つくっているのは、おばけ屋や敷しきの中ちゅう央おうあたりで、おばけ役やくの子こが待たい機きするための場ば所しょなんだけど、そろそろ材ざい料りょうが足たりなくなりそうだ。

「えっ、どうしよう？」

「じゃあ俺おれ、スーパーに走はしってって、もらってくるよ」

「私わたしもいっしょに行いこうか？　一人ひとりじゃ持もちきれないでしょ」

　すぐに手てを挙あげた村むら瀬せくんに、私わたしもつづいた。

　男だん子しバスケ部ぶ員いんの村むら瀬せくんと、マネージャーの私わたしは、とうぜんほかの子こよりは親したしい。

　私わたしたちにまかせるということになって、二人ふたりで教きょう室しつを出でたんだ。

　二人ふたりならんで廊ろう下かを歩あるいていくと、ほかのクラスからも、ざわめきが聞きこえてくる。

　どこのクラスも、準じゅん備びのラストスパート中ちゅうみたい。

　お祭まつりの前まえっていう感かんじで、なんだかうきうきする。

「こうしていっしょに歩あるいてると、入にゅう部ぶしたてのころを、思おもいだすね」

「そういや吉き良ら、この間あいだ、男だんバスのマネになったのは、俺おれがひーひー言いいながら雑ざつ用ようしてて、かわいそうだったから、とか言いってたよな！」

「だって、そうだったじゃん。雑ざつ用ようがいっぱいあって、練れん習しゅうどころじゃなかったでしょ。私わたしが入にゅう部ぶして、助たすかったんじゃない？」

「そ、そりゃそうなんだけどさ……」

　口くちをとがらせる村むら瀬せくんを見みながら、私わたしは「……覚おぼえてないのかな？」って考かんがえていた。

　私わたしが男だん子しバスケ部ぶに入にゅう部ぶして、しばらく経たったときのこと。

　村むら瀬せくんが、私わたし──マネージャーについて、言いってくれたこと。

　すごく、うれしかったんだけどなぁ……。
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　中ちゅう学がくに入にゅう学がくしてしばらくは、放ほう課か後ごの体たい育いく館かんに近ちかづくことも、ためらっていた。

　小しょう学がく六年ねん生せいにあがったころ、私わたしは、事じ故こで足あしをケガした。

　長ながく入にゅう院いんして、手しゅ術じゅつをして……一いち時じ期きは、立たちあがることすら難むずかしいくらいだった。

　リハビリにはげんで、歩あるけるようにはなったけど……。

　──あの一度どの事じ故このせいで、私わたしは、バスケっていう、小ちいさいころからの夢ゆめを失うしなってしまった。

　里り奈なちゃんや、純じゅんの支ささえ、それに、大だい好すきなお兄にいちゃんからのすすめもあって……もう一いち度ど、大だい好すきなバスケに関かかわりたい、って思おもうようになって……。

　それで、男だん子しバスケ部ぶのマネージャーになることを決きめたんだ。

　女じょ子しバスケ部ぶにしなかったのは、「あの事じ故こさえなければ、この中なかでプレイできてたのに」って考かんがえてしまいそうだったから。

　といっても、マネージャーという立たち場ばで、すんなり割わりきれたわけじゃない。

　あたりまえみたいに、楽たのしそうにバスケをしてる部ぶ員いんを見みていると、うらやましくて、モヤモヤする気き持もちがないわけじゃなかった。

　マネージャーとして関かかわるのもきつい。

　バスケから完かん全ぜんに遠とおざかるのも苦くるしい。

　どうしたらいいんだろう……と思おもいながら、部ぶ活かつに出でるため体たい育いく館かんにむかった、ある日ひのこと。

　わたり廊ろう下かのところで立たち止どまって、おしゃべりしてる女じょ子しがいた。

　三組くみの派は手でなグループで、二年ねん生せいの先せん輩ぱいがかっこいいって、よくバスケ部ぶの練れん習しゅうを見みにきてる。

　無む視しするのもなんだから、ぺこっと頭あたまを下さげたけど、しれっと目めをそらされてしまった。

　……なんか、いやな感かんじだなぁ。

　いいや、気きにせず、通とおりすぎよう。

　そのとき、一人ひとりの子こが、聞きこえよがしに言いった。

「マネージャーをやるような子こってさ、男だん子し目め当あてっぽいよね～」

　うわ、そうきたか。

「かっこいい男だん子しに、一いち番ばん近ちかづけるもんね、マネって。ずるいよね～」

　マネージャーの先せん輩ぱいから「マネをやってると、女じょ子しから悪わるく思おもわれることもあるけど、気きにしちゃダメだよ」って言いわれてたけど、これか……。

　彼かの女じょたちは、直ちょく接せつ私わたしにむかって言いってるわけじゃない。

　スルーしとこ……って、思おもったときだった。

　突とつ然ぜん、うしろから大おおきな声こえがした。

「お前まえら！　マネージャーの仕し事ごとをやったこともないくせに、勝かっ手てなこと言いうなよっ！」

　ふりむくとそこに、仁に王おう立だちの村むら瀬せくんがいた。

　えっ、ちょっ……村むら瀬せくん、なに言いっちゃってんの!?

「はぁ？　べつに……」

　髪かみを逆さかだてて怒おこってる村むら瀬せくんに、その子こたちはちょっとうろたえる。

　まさか、バスケ部ぶの男だん子しに聞きかれるなんて、思おもってなかったんだろう。

「マネージャーって、大たい変へんなんだぞ！　ボールをみがくのだってめんどうだし、何なん個こもドリンク用よう意いしないといけないし、いつも選せん手しゅの動うごきに気きをくばって、先さき回まわりしていろんな準じゅん備びして……試し合あいのデータだって、まとめてくれる。男おとこに近ちかづきたいからって、お前まえらに同おなじことできるのかよ!?」

「はぁ？　べつに、やりたいって言いったわけじゃないし……。行いこ」

　そう言いって、彼かの女じょたちは行いってしまう。

「なんだよあいつら！　吉き良らさんのこと、よく知しらないくせに！」

　村むら瀬せくんが、気きがすまないというように、言いう。

「村むら瀬せくん、落おちついて……。よく知しらない子こから、べつになにを思おもわれてもいいよ」

「よくねーよっ！」

　なにもそこまで怒おこらなくても……。

　でも、胸むねがすっとした。自し然ぜんと笑えみがうかんでくる。

　自じ分ぶんのために怒おこってもらえるのって、なんかうれしいな。

「あー腹はら立たつー！　吉き良らさんは、マジですげー優ゆう秀しゅうなマネージャーだよ。本ほん当とうにバスケが好すきで、知ち識しきも豊ほう富ふで、いつも先さき回まわりして考かんがえてくれるだろ。吉き良らさんが入にゅう部ぶしてくれてから、俺おれ、めちゃくちゃ部ぶ活かつやりやすいんだ。俺おれら部ぶ員いんは、マネージャーがいるからバスケできてるって、ちゃんとわかってるからな！」

　…………なにそれ。

　村むら瀬せくん、そんなふうに思おもってくれてたんだ。

　マネージャーの仕し事ごとって、単たん純じゅんな作さ業ぎょうばかりで、だれにでもできることだから、男だん子し目め当あてでやってる、って思おもう人ひとだっているんだろう。

　言いいたい人ひとには言いわせておけばいい──なんて、思おもってた。それに……。

　正しょう直じきに言いうと、私わたし自じ身しん、マネージャーなんていなくても、選せん手しゅがいれば、練れん習しゅうだって、試し合あいだってできるじゃん、なんて思おもってたんだ。

　だけど、こんなふうに言いってくれる人ひともいるんだなぁ……。

「村むら瀬せくんって、変かわってるって言いわれない？」

「なっ!?　言いわれたことねーよ！」

　思おもわず、声こえをあげて笑わらってしまった。

　それがきっかけで、私わたしは部ぶ員いんのみんなを、全ぜん力りょくで支ささえようって思おもえたんだ。
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「吉き良ら、車くるまきてる」

　入にゅう部ぶしたころのことを、思おもいかえしていたら、村むら瀬せくんにそでをかるくひっぱられた。

　ふりかえると、少すこしはなれたところから車くるまがきていたから、私わたしたちは道みちのはしに寄よった。
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　追おいこしていった車くるまを見み送おくって、私わたしは思おもった。

「まだだいぶ距きょ離りあったよね」

　急きゅうにひっぱられたものだから、すぐそばにきているのかと思おもっちゃったじゃん。

　心しん配ぱい性しょうな村むら瀬せくんに、ちょっと笑わらっちゃったけど、村むら瀬せくんは口くちをとがらせる。

「だって、急きゅうに言いったんじゃ、吉き良らの負ふ担たんになるかもしれないだろ。その、足あしの……」

　あ、そっか……。

　ケガのせいで、私わたしはすばやく動うごけない。

　あわててよけようとしていたら、ころんでいたかもしれない。

　村むら瀬せくんに、そのことを伝つたえた覚おぼえはない。

　だけど、普ふ段だんの学がっ校こう生せい活かつや、部ぶ活かつの様よう子すを見みて、気きづいてくれてたんだ……。

「ありがとね」

　気きをつかわせちゃったな。

　だけど、ここは『ごめん』じゃなくて、『ありがとう』だよね。

　笑え顔がおでそう言いうと、村むら瀬せくんは、「おう」と、なんだかてれくさそうな顔かおをしていた。

　ふと気きがつくと、村むら瀬せくんが車しゃ道どう側がわを歩あるいてくれている。

　さわがしくてやんちゃな『後こう輩はいキャラ』で、からかわれることの多おおい村むら瀬せくんだけど、じつは人ひと一いち倍ばい、まわりのことを見みてくれてるよね。

　ほんと、いいヤツだなぁ。

「そういやさ、段だんボールどれくらいいるかな？　台だい車しゃ持もってくるべきだったか？」

「あとちょっとだったから、そんなには、いらないんじゃない？　ひもは持もってきたから、それでくくれる分ぶんだけでいいって、言いってたよ」

　それから、村むら瀬せくんは、「トレーニングになるから！」って、私わたしよりも多おおく段だんボールを持もってくれた。

　そういうところも、なんかいいよなぁって思おもったんだ。
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　文ぶん化か祭さい前ぜん日じつの午ご後ごの授じゅ業ぎょうは、なし。

　衣い装しょう班はんの子こたちにも手て伝つだってもらって、みんなでいっせいに取とりかかって、無ぶ事じにセットの準じゅん備びを終おわらせることができた。

　そして、今日きょう。いよいよやってきた文ぶん化か祭さい当とう日じつ！

　校こう内ないは、朝あさからざわついていて、そわそわとドキドキが入いり交まじっているみたい。

　それは、私わたしも同おなじ。

　数すう週しゅう間かんだったけど、一いっ生しょう懸けん命めい、準じゅん備びしてきたから、みんなには、めいっぱい楽たのしんでもらいたい！

　衣い装しょう班はんに準じゅん備びしてもらった衣い装しょうに、着き替がえていると──。

「純じゅんくん、かっこいい～～～!!」

　うしろで、女じょ子したちの黄き色いろい悲ひ鳴めいが響ひびいた。

　純じゅんが、女じょ子したちに囲かこまれてる。

　うん、たしかに純じゅん、反はん則そくものだ。ヴァンパイアの衣い装しょうが似に合あいすぎ。

　これは、うちのクラス、集しゅう客きゃくナンバーワンになっちゃうんじゃない？

「あっ、アンリ～！　いざ着きてみたら、緊きん張ちょうするんだけど……」

「大だい丈じょう夫ぶ、大だい丈じょう夫ぶ！　ものすっごく、似に合あってるよ。里り奈なちゃんも、かわいいね」

　里り奈なちゃんは、私わたしと同おなじく魔ま女じょの衣い装しょうだ。

　はずかしいのか、こちらももじもじしている。

「わたしも、緊きん張ちょうしてきちゃった……」

「大だい丈じょう夫ぶだって！　こういうのは、堂どう々どうとしてたほうがいいんだよ」

　クラス全ぜん員いん、同おなじ衣い装しょうなんだし、ほかのクラスでも、コスプレしてる子こは多おおいはず。

　文ぶん化か祭さいは、楽たのしんだもの勝がちだ！

　受うけ付つけ係がかりは当とう番ばん制せいで、私わたしも純じゅんも里り奈なちゃんも、午ご後ごからかわりばんこに予よ定ていが入はいっている。

　それで、午ご前ぜん中ちゅうは、三人にんで回まわる約やく束そくをしてたんだ。

「どこから回まわるー？　食たべ物もの系けいは、もうちょっとお昼ひるが近ちかづいてからにするとして……。二年ねん生せいのプラネタリウムが、けっこうすごいらしいよ」

「おもしろそう！　じゃあ、そこから行いってみる？」

　文ぶん化か祭さいの始はじまりを告つげるアナウンスが、流ながれた。

　楽たのしい一いち日にちの始はじまりだ！
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　うわさどおり、プラネタリウムは本ほん格かく的てきだった。

　三人にんで寝ねころがって見みあげる星ほし空ぞらに、思おもわずため息いきがもれたほど。

　美び術じゅつ部ぶの展てん示じは、賞しょうを取とった先せん輩ぱいの絵えが飾かざられていて、すっごく上じょう手ずだった！

　カフェでお茶ちゃをして、お昼ひるに焼やきそばを食たべて……。

　これこれ！　文ぶん化か祭さいって、こういう感かんじだよね！

　中ちゅう学がくの文ぶん化か祭さいって、本ほん当とうにお祭まつりみたい。

　三人にんでこれでもか！　っていうくらい、はしゃいで回まわったんだ。

　楽たのしい時じ間かんは、あっという間まで、私わたしの当とう番ばんの時じ間かんになってしまった。

「じゃあ、またあとでね、アンリ」

「はーい、遅おくれないでねー」

　私わたしの当とう番ばんのあとが、純じゅんと里り奈なちゃんなんだ。だから、ここでいったんお別わかれ。

「じゃありなちゃん。次つぎ、どこに行いくか決きめよっか」

「うん！」

　純じゅんと里り奈なちゃんが、なかよくならんで歩あるいていく。

　うん、里り奈なちゃんの表ひょう情じょうが、やわらかい。

　いつの間まにか、純じゅんとすっかり心こころをゆるして、しゃべれるようになっていたみたい……？

　なんか、よかったな！
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　アンリちゃんと別わかれたあと。

　わたしと純じゅんくんは、次つぎにどこへ行いくか、顔かおをつき合あわせて、パンフレットを見みていた。

「もう、ひととおり、見みて回まわっちゃったよね」

「そうだよね……。あっでも、体たい育いく館かんのステージは、まだいろいろやってるみたい」

「手しゅ芸げい部ぶのファッションショーもあるんだって。……なんか、夏なつ休やすみに出でたファッションショーを思おもいだすなぁ」

「えっ!?　純じゅんくん、モデルさんをやったの!?」

　わーすごい！　見みてみたかったなぁ。

「ショッピングモールに行いったら、偶ぐう然ぜん、ファッションショーをやっててね。ドキドキしたけど、楽たのしかったなぁ……」

　そうは言いうけど、遠とおくを見みている純じゅんくんの目めは、どこかさみしさをふくんでいるようだった。

　そのとき、なにかあったのかな？

　聞きいてみたいけど、なんだか、聞ききづらい雰ふん囲い気きで……。

　二人ふたりとも、あたりに注ちゅう意いをはらってなかったんだ。


ビリッ



　そんな音おととともに、純じゅんくんが、なにかにひっぱられた。二人ふたりでふりかえると──。

「わあ、マントが!!」

　視し線せんの先さき、純じゅんくんのマントが、くぎに引ひっかかって、大おおきくさけてしまってた！

「どうしよう!?　替かえなんてないのに……」

「純じゅんくん、大だい丈じょう夫ぶだよ！　これくらいなら、わたし直なおせるよ」

　わたしの手しゅ芸げい道どう具ぐが、教きょう室しつにおいてある。

「りなちゃん、ありがとう……。よろしくお願ねがいします」

　純じゅんくんが、申もうし訳わけなさそうに、肩かたをまるめてる。

　なんだか、失しっ敗ぱいしちゃったワンコみたい……って言いったら失しつ礼れいだよね！

　でも、シュンとした顔かおは、やっぱりかわいくて……。

　ちょっと、ドキッとしちゃったんだ。

　わたしたちは、そっと荷に物もつおき場ばの教きょう室しつへむかった。
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　教きょう室しつには、だれのすがたもなかった。

「よかった。だれもいないね」

　だれかいたら、わたしが純じゅんくんのマントを直なおしてる理り由ゆうを、聞きかれるかもしれないもんね。

　わたしは、すばやくかばんから手しゅ芸げい道どう具ぐを取とりだして、純じゅんくんのマントをつくろっていく。

「よし、できた！」

　縫ぬい終おわった、そのときだった。

　ガラッとドアが開あいて、びくっとしてしまった。

「あれっ？　純じゅんに、鳥とり居いさん？」

　入はいってきたのは、村むら瀬せくんだった。

　村むら瀬せくんは、わたしたちを見みて、首くびをかしげる。

「どしたの？　なんかあった？」

　わたし、まだ針はりを持もったままだ！

　村むら瀬せくんに、純じゅんくんのひみつがバレちゃう！

　みんなには言いわないでって口くち止どめされてたのに！

「ちょっとトラブルで、マントが破やぶれちゃって。りなちゃんに直なおしてもらってたんだ」

　純じゅんくんは、なんでもないことのように言いうけど……。

「わっ……わたしが、裁さい縫ほう道どう具ぐ持もってたからだよ！」

　ちらっと純じゅんくんを見みると、にこっと笑わらって、わたしのフォローの意い図とをわかってくれた。

「で、村むら瀬せはどうしたの？」

「ガムテープの予よ備びを取とりにきたんだよ。セットの修しゅう理りに使つかうから」

　そっか、セット班はんは、お客きゃくさんがぶつかったりしてセットが壊こわれたときのために、修しゅう理りもしなきゃいけないんだった。

　村むら瀬せくんは、ニカッと笑わらう。

「いやー、しっかし、『純じゅん効こう果か』絶ぜつ大だいらしーぜ！　おばけ屋や敷しき、めっちゃ混こんでる！」

「そうなの？」

「うん。『純じゅんくんいないの？』って、何なん人にんもに言いわれたらしいよ。純じゅんの当とう番ばんの時じ間かんに、またくるって」

「うーん、忙いそがしくなりそうだなぁ……」

　いつものように、なかよく雑ざつ談だんする二人ふたりを、わたしはとなりでだまって見みていた。

　この前まえの部ぶ活かつで、村むら瀬せくんに嫌きらわれちゃった気きがしたから……。

　純じゅんくんと楽たのしく話はなしてるところに、わたしが入はいっていって、いやな気き持もちにさせちゃいけないよね。

　……この二人ふたりって、ふしぎだなぁ。

　親しん友ゆうみたいに仲なかがよくて、おたがいに『相あい棒ぼう』って感かんじ。

　でも、二人ふたりがならんでいるのを見みていると……まるで親しん友ゆう以い上じょう、恋こい人びと未み満まんっていうか……。

　もしかしたらこの二人ふたりは……なんて考かんがえたら、少すこし胸むねがぐるぐるしてきた。

「鳥とり居いさん？」

　そのとき、ふいに名な前まえを呼よばれた。

　村むら瀬せくんと目めが合あって、びくっとなってしまう。

　その反はん応のうで、気きまずい空くう気きが流ながれた。

「……村むら瀬せと、りなちゃんって、なにかあったの？」

　純じゅんくんも、気きづくくらいに。

　せめて、さりげなくしていたかったのに……。

「いや……鳥とり居いさん、前まえに、ほっといてほしいって感かんじだったから……。俺おれはやっぱおせっかいすぎるんだろうなー、あんまり関かかわらないほうがいいのかなーって、思おもってさ……」

　えっ……？

　村むら瀬せくん、そんなふうに思おもってたんだ!?

「ち、ちがうよ！」

　思おもわず大おお声ごえが出でていた。

　おどろいた二人ふたりの視し線せんが突つき刺ささって、ひるみそうになるけど……。

　今いま、ちゃんと言いわないといけない気きがした。

「あのっ……。ごめん、村むら瀬せくん……。わたし、人ひととしゃべるのが苦にが手てだから、ついそんなふうな態たい度どをとっちゃったけど……。村むら瀬せくんと関かかわりたくない、って意い味みじゃなくて……」

　あぁ、声こえがふるえちゃう。

　でも、なんて言いったら伝つたわるんだろう。

　村むら瀬せくんに、そんなふうに思おもわせてたなんて、想そう像ぞうもしてなかった。

　嫌きらわれちゃったと思おもってたけど、わたしが原げん因いんだったんだ……。

「誤ご解かいさせて、ごめんね。村むら瀬せくんと、仲なかよくしたくないわけじゃ、なかったの」

　わたしは、人ひとと話はなすのが苦にが手てで、うまく自じ分ぶんの気き持もちを伝つたえられないから、人ひとと関かかわるのをさけてきた。

　でも、今いまはちゃんと伝つたえたい。

　アンリちゃんは、わたしのことを信しんじてくれた。

　純じゅんくんは、わたしの気き持もちを察さっしてくれた。

　村むら瀬せくんは、わたしのことを考かんがえてくれていた。

　今こん度どはわたしが、がんばって、ちゃんと言こと葉ばにしなきゃ。

　苦にが手てだからってさけていないで、言いわなきゃいけないときがある。

　それが、きっと今いまなんだ。

　まじまじと見みつめてくる村むら瀬せくんに、だんだん不ふ安あんになってきた。

　やっぱり、言こと葉ば足たらずだったかな……？

　村むら瀬せくんは、大おおきく息いきをはいた。

「む、村むら瀬せくん……？」

「～～～～～～な～んだ、俺おれ、むりすることなかったんだな！」

　あきれられちゃったのかなって思おもったけど、かえってきた言こと葉ばは、あっけらかんとしていた。

「むり？」

「鳥とり居いさんは、俺おれのことが苦にが手てなのかなって思おもったからさ。でも、俺おれって、どうしてもグイグイいっちゃうだろ？　あんまり近ちかづかないほうがいいんだって、めちゃがんばって、目めが合あっても、さりげなくそらしたりしてさ！　あ、さりげなくなかったか？」

　そうだったんだ……。

　おたがいに、すれちがってただけなんだ。

　本ほん当とうの気き持もちがわかったら、なんでもないことだった。

「やっぱり、わたしの言こと葉ばが足たりなかったせいだよ……。ごめんね」

「いや、俺おれも、もうちょっと鳥とり居いさんに聞きくべきだった。ちゃんと気き持もちを伝つたえてくれて、ありがとな！」

　ニカッと笑わらう村むら瀬せくんに、つられてわたしも笑わらってしまった。

　ようやく、村むら瀬せくんと『友ともだち』になれた気きがした。

　ほっとしていると、純じゅんくんがわたしの顔かおを、のぞきこんできた。

「一いっ件けん落らく着ちゃくって感かんじかな？」

「ごっ、ごめんね純じゅんくん！　急きゅうになんの話はなしって感かんじだよね!?」

　夢む中ちゅうで話はなしちゃったけど、純じゅんくんには、わけがわからなかったよね。

　でも、純じゅんくんは、なんだかうれしそうにしていた。

「わかんないけど、村むら瀬せとりなちゃんが、友ともだちになったってことだよね？」

「そう！　……だよね？」

　ちょっと自じ信しんがなくて、こわごわと村むら瀬せくんのほうを見みてしまった。

「あらためて言いうと、てれるけど、そうだよ！　鳥とり居いさんが自じ信しんもってそう言いってくれないと、てれくさいだろ～？」

「ごっ、ごめん……！」

「そーれーも！　べつにあやまることじゃねえし……っていうのも、むずかしいのかな？　まぁいいや。少すこしずつ、気き楽らくにしてってくれよ」

　村むら瀬せくんも、純じゅんくんも、おだやかに笑わらっていて──。

　ちゃんと伝つたわるんだ。

　最さい初しょは、苦にが手てなタイプだと思おもってたけど……村むら瀬せくんが踏ふみこんでくれてよかったって、今いまなら思おもえる。

　この学がっ校こうに転てん校こうしてきてよかったって。

　みんなと、できるだけいっしょにいたいな……って。

　あらためて、そう思おもったんだ。
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　受うけ付つけ当とう番ばんではあるけど、セット班はんの私わたしには、セットが壊こわれてないか、チェックするっていうお仕し事ごともある。

　悲ひ鳴めいをあげたいきおいで、段だんボールの壁かべに激げき突とつしちゃう子こって、けっこういるんだよね。

　派は手でな音おとがするから、心しん配ぱいだなぁ。

　ガッツリ壊こわれちゃったらどうしようかと思おもったけど、今いまのところ、ガムテープで直なおせる程てい度どみたい。

「ガムテープ取とってきたぞ～」

　そこに村むら瀬せくんがもどってきて、受うけ付つけの机つくえに、ことんとガムテープをおく。

「ありがと、村むら瀬せくん。ガムテープ、ちょうど切きれたとこだったんだ」

「おつかいもすませたし、俺おれもう当とう番ばん終おわりでもいいか？」

「それはダメ～！」

　もちろん、村むら瀬せくんも、本ほん気きで言いってるわけじゃない。

　ニカッと笑わらいながら、受うけ付つけの中なかへと入はいってくる。

　そこに、おばけ役やくの子こがやってきた。

「ごめん、セット班はんの子こだれか、中なかのチェックしてくれない？」

　なんか、ちょっとあせってる？

「俺おれらが待たい機きしてるとこ、ちょっとぐらついてるんだよ。やっぱ、あそこでビビッて、セットにぶつかる人ひとが多おおいみたいで」

　ありゃ、そんなところを、放ほう置ちしとくわけにはいかないよね。

　いったん受うけ付つけを止とめて、私わたしたちはおばけ屋や敷しきの中なかに入はいっていった。
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　おばけ役やくの待たい機き場ば所しょは、教きょう室しつの中ちゅう央おうあたりだ。

　懐かい中ちゅう電でん灯とうをつけて、セット班はんの四人にんで、待たい機き場ば所しょにたどり着ついた。

「直なおせそう？」

「土ど台だいがちょっと、ぐらついてるな。何なん本ぼんかクギを打うっとけば、大だい丈じょう夫ぶだと思おもう」

　私わたしがセットを懐かい中ちゅう電でん灯とうで照てらして、村むら瀬せくんがチェックする。

　大おおきく壊こわれてるわけじゃなくて、よかった。

「うらめしや～」

「こえ～！　おまえ、けっこうサマになってんじゃん」

　いっしょにきた男だん子したちが、お墓はかのセットのところで、ふざけあっていた。

　まったく……。

　簡かん単たんな修しゅう理りとはいえ、ちょっとは手て伝つだってよね～。

　村むら瀬せくんも、あきれてため息いきをつく。

「おまえら、ここ暗くらいんだから、あぶないことすんなよ」

「わりーわりー、村むら瀬せ。でも、雰ふん囲い気きあるだろ？　ほら！」

「あっ……！」

　暗くらがりのせいで、私わたしの近ちかくにも、男だん子しがいることに気きづかなかった。

　ドンっと衝しょう撃げきが走はしって、私わたしはバランスをくずしてしまった。

　ころぶっ！

　そう思おもったけど……。

　私わたしは、だれかに背せ中なかを受うけ止とめられていた。

「大だい丈じょう夫ぶ？」

　目めを開あけると、村むら瀬せくんの顔かおが間ま近ぢかにあった。

　村むら瀬せくんが、受うけ止とめてくれたんだ……。

「だ、だいじょうぶ……」

　びっくりして、それだけしか言いうことができなかった。

　村むら瀬せくん、私わたしよりちょっと背せが低ひくいのに、片かた腕うでで受うけとめてくれていて、やっぱり男だん子しなんだなって実じっ感かんしてしまった……。

「ってごめん！　いつまでも支ささえてもらってて！」

　うっかり、まじまじと顔かおを見みつめてしまった。

　あわてて体たい勢せいをもとにもどして、ほてった顔かおを手てであおぐ。

　村むら瀬せくん、変へんに思おもわなかったかな？

　そう考かんがえて、村むら瀬せくんのことを見みると──。

「……ってぇ」

　小ちいさくそう言いって、顔かおをしかめていた。

　さあっと血ちの気けが引ひいた。

「えっ、村むら瀬せくん、今いまどこか痛いためた!?」

　手て首くびを押おさえてる村むら瀬せくん。

　私わたしを支ささえた拍ひょう子しに、痛いためちゃったんじゃ……。

「平へい気き、平へい気き、これくらい……って、いててて」

　笑わらってぶんぶん手てをふってみせる村むら瀬せくんだったけど、やっぱり痛いたかったみたいですぐに止やめる。

　私わたしは、ふざけてた男だん子したちをふりかえった。

「悪わるいけど、ここは任まかせていいかな!?　村むら瀬せくんを、保ほ健けん室しつに連つれてくから！」

「お、おう……」

「なんか、わりーな……」

　それから村むら瀬せくんにむきなおると、ケガしてないほうの手てを取とった。

　ぐいっとその手てを引ひいて、歩あるきだす。

「村むら瀬せくん、行いくよ！」

「えっ、えぇ？　いいって、吉き良ら……」

　とまどったような声こえを出だす村むら瀬せくんを連つれて、人ひとのあふれる廊ろう下かをかきわけて、私わたしなりになるべく急いそいで進すすんでいく。

　事じ故この前まえにくらべて、ぜんぜん機き敏びんに動うごかない足あしが、くやしい。

　どうしよう……。

　どうしよう……どうしよう……！

　まさか村むら瀬せくんに、ケガさせちゃうなんて！

　部ぶ員いんにケガさせちゃうなんて、マネージャー失しっ格かくだ。
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「……ら、おい」

　どれくらいで治なおるかな……。

　そもそも、ちゃんと治なおる？

　もし、治なおらなかったら…………。

「おい、吉き良ら!!」

　呼よぶ声こえに、ハッと足あしを止とめた。

　村むら瀬せくんが、ぐいっと手てを引ひいたから。

　ふりかえると、あせったような顔かおの村むら瀬せくんと、目めが合あった。

「ほんとに大だい丈じょう夫ぶだから。保ほ健けん室しつに行いくまでもねえよ」

「だめだよ！　ちゃんと診みてもらわないと！　自じ分ぶんでは気きづいてないだけで、大おおきなケガかもしれないでしょ!?」

　私わたしは、また村むら瀬せくんの手てを引ひいて歩あるきだそうとするけど、村むら瀬せくんの力ちからは強つよくて、進すすむことができなかった。

「おおげさだって。なんでそんなに必ひっ死しな顔かおしてんだよ」

「な、なんでって……」

　むしろ私わたしからしたら、なんでそんなに落おちついていられるのか、わかんない。

　村むら瀬せくんは、バスケ部ぶ員いんなんだよ!?

「だって、秋あきの試し合あいも控ひかえてるし……。もし悪あっ化かしたら、どうするの？　ちょっとしたケガが、大おおきな故こ障しょうに繫つながることだってあるでしょ!?」

　大だい丈じょう夫ぶなんて思おもってても、ある日ひとつぜん、バスケができなくなることだってある。

　もし、村むら瀬せくんがそんなことになったら……。

「落おちつけって！　吉き良ら、もしかして、自じ分ぶんのことと重かさねてないか？」

　ストレートに言いわれて、カッと頭あたまに血ちがのぼった気きがした。

　なんで、わざわざそんなことを言いうの？

「そっ……、そうだよ！　私わたしなんか、べつにケガしたっていい……。だって、もう走はしれないんだもん。今いまさらケガが一つくらい増ふえても、なんにも影えい響きょうない。でも村むら瀬せくんはちがうでしょ!?　バスケができなくなったらどうするの!?」

　ひと息いきで言いいきった。

　保ほ健けん室しつ近ちかくの階かい段だんまできていて、教きょう室しつからはなれているせいか、まわりにはだれもいない。

　言こと葉ばを切きると、文ぶん化か祭さいのざわめきが遠とおくに聞きこえた。

　なにをしてるんだろう……。

　せっかくの文ぶん化か祭さいなのに。

　早はやく村むら瀬せくんの手てを診みてもらわないといけないのに。

　言いい争あらそいをしてる場ば合あいじゃない。

「────吉き良ら、見みて」

　ずっとだまってた村むら瀬せくんが、一歩ぽ近ちかづいて、片かた手てを差さしだしてきた。

　目めの前まえの手てを、私わたしはどうしたらいいのか、わからない。

「さわってみて」

　真しん剣けんな表ひょう情じょうの、村むら瀬せくん。

　私わたしは、そっとその手てを、両りょう手てにとった。

「もっと、ぎゅっと握にぎっていいよ」

「でも……」

「ほんとに、もう痛いたくないから」

　やさしい声こえで、そんなふうに言いうから、私わたしは少すこしだけ力ちからをこめてみた。

　おそるおそる、村むら瀬せくんの顔かおを見みるけど、わずかにも顔かおをしかめたりはしなかった。

「吉き良らが、ケガに敏びん感かんなのは、わかるよ？　ひどいケガをしたんだもんな。……わかるなんて言いうのは、よくないな。俺おれが、走はしれなくなったわけじゃないんだから。吉き良らの苦くるしみは、吉き良らだけのものだもんな」

　考かんがえながら話はなす村むら瀬せくん。

　とまどう私わたしに、村むら瀬せくんは、顔かおをあげて、しっかりと目めを合あわせて言いった。

「でも、自じ分ぶんならケガしてもいい、なんて言いうな。俺おれが助たすけないことで、吉き良らがケガしてたら、俺おれはいやだったよ」

「でも、そのせいで、村むら瀬せくんがケガしちゃった……」

「だーかーらー！　たいしたことなかったから！　だれだって、絶ぜっ対たいにケガをせずに生いきていくなんて、ムリじゃん？　でも、俺おれがあのとき助たすけないことで、吉き良らがケガしてたら、俺おれは後こう悔かいしてたと思おもう。だからそんな顔かお、しないでくれよ」

『後こう悔かい』という言こと葉ばを聞きいて、ハッとした。

　私わたし、ずっと後こう悔かいしてたんだ。

　時じ間かんを巻まきもどせるなら、やり直なおしたかった。

　あのとき、あの道みちを通とおらなかったら──。

　部ぶ活かつが終おわったのが、あの時じ間かんじゃなかったら──。

　でも、そんないくつもの『もしも』を、無む意い識しきに考かんがえないようにしていた。

　だって、考かんがえても、しかたがないもん。だけど……。

「吉き良ら？」

「私わたし、本ほん当とうは、くやしい……」

　村むら瀬せくんは、まっすぐに私わたしを見みていた。

　私わたしは、思おもわず目めをそらしてしまう。

「運うんが悪わるかったなんて、そんな言こと葉ばで片かたづけたくない……。なんで私わたしだけ!?　私わたしはただ、バスケがしたいだけなのに!!」

　どうして事じ故こになんて、あっちゃったんだろう。

　不ふ幸こうな偶ぐう然ぜん？

　そんな言こと葉ばじゃ、ぜんぜん納なっ得とくできない。

　悪わるいことをしていたわけでもないのに、どうして私わたしが、大だい好すきなものをうばわれなきゃいけなかったんだろう……。

　でも、立たち直なおらなきゃって思おもった。

　まわりのみんなが、いっぱいはげましてくれたんだもん。

　いつまでも立たち止どまってちゃいけないって思おもった。

　そう思おもったから……だから、バスケ部ぶのマネージャーになったんだ。

「私わたし、バスケが好すき。でも……やっぱり、自じ分ぶんがバスケをできないことに、あきらめなんかついてない……。バスケをできる子こが、うらやましい。バスケができるのに、その体からだを大だい事じにしないのを見みてると、くやしくてしかたがないの……！」

　目め頭がしらが熱あつくなってきて、歯はを食くいしばって顔かおをあげた。

　でも、こらえきれなかった。

　ぽろっと涙なみだがこぼれて、あわてて両りょう手てでぬぐった。

　こんなすがた、見みられたくない！

「あっ、吉き良ら！」

　私わたしは村むら瀬せくんに背せ中なかをむけて、駆かけだした。
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　走はしり去さっていく吉き良らを、俺おれは追おいかけることができなかった。

　言いわれた言こと葉ばが、頭あたまの中なかをぐるぐるしている。

　中ちゅう学がくに入にゅう学がくして、同おなじクラスになって、吉き良らと同おなじ小しょう学がっ校こうのヤツから、「吉き良らさんはミニバスケ部ぶで、超ちょううまかった」って聞きいた。

　だけど、六年ねんのときの事じ故こでケガして、バスケができなくなったらしいって。

　男だんバスのマネージャーになったときは、それが理り由ゆうなんだなって、ただ単たん純じゅんに思おもった。

　純じゅんと鳥とり居いさんと吉き良らと、四人にんでファミレスに行いったとき、吉き良ら自じ身しんの口くちから、事じ故このことを聞きいた。

　明あかるく話はなしてたから、ケガを乗のり越こえたんだな、すげえヤツだなって思おもってたんだ。

　吉き良らは、マネージャーの仕し事ごとをしてるときはいつも、笑え顔がおでみんなをはげましてたから……。

「俺おれはバカか……」

　まだ、一年ねん半はんくらいしか経たってないんだ。

　吉き良らの立たち場ばを、自じ分ぶんにおき換かえてみて、ぞっとした。

　もし明日あした、バスケができなくなったら──。

　それでなくても、走はしれなくなるってことは、大おおきなケガだったんじゃないだろうか。

　リハビリも、大たい変へんだったんじゃないかな……。

　そういうことを、なんにも聞きかずに、俺おれは上うわ辺べだけを見みて、吉き良らのことを判はん断だんしてたんだ。

「あっ、村むら瀬せー」

　名な前まえを呼よばれて、びくっとした。

　一いっ瞬しゅん、吉き良らがもどってきたのかと思おもったけど、やってきたのは純じゅんと鳥とり居いさんだった。

「なんだ、純じゅんか」

「なんだって、なによ。ねぇ、アンリは？　うちのクラスに行いったら、村むら瀬せをひっぱって保ほ健けん室しつに行いったって、聞きいたんだけど」

　純じゅんにそう聞きかれて、俺おれは口くちごもった。

　なんて答こたえたらいいんだろう……。

「えっと……。そんなに必ひっ死しにならなくても、マジでたいしたことないから、大だい丈じょう夫ぶだってことになったんだけど……」

　さっきの吉き良らの表ひょう情じょうを、思おもいだす。

　吉き良らは、ただ俺おれのケガを心しん配ぱいしているだけじゃなかった。

　このくらいの痛いたみなら、普ふ段だんの部ぶ活かつでもしょっちゅうあるくらいだから、俺おれは大だい丈じょう夫ぶだって言いったんだ。

　でも、吉き良らにとっては、どんな痛いたみでも『ただのケガ』じゃない。

　俺おれは、そこまで思おもいいたってなかった。

「吉き良ら、めちゃくちゃ取とり乱みだしてた……」

　どうすればよかったんだろう。

　あのとき、吉き良らがケガするのは、絶ぜっ対たいにいやだった。

　でも、俺おれがケガしたら、吉き良らが傷きずつくんだ。

　そして、泣なかせてしまった……。

「もしかして、アンリちゃんの事じ故このこと？」

　うつむく俺おれの耳みみに、鳥とり居いさんの声こえがした。

　顔かおをあげると、心しん配ぱいそうな鳥とり居いさんと目めが合あう。

「うん……。俺おれ、こんなケガくらい、たいしたことないって言いったけど、吉き良らにとっては、絶ぜっ対たいにほっとけないことだったんだよな」

　口くちにすると、へこんできた。

　ケガなくプレイできるのは、あたりまえのことじゃないんだ。

　泣なかせないと、気きづかなかったなんて……。

「アンリちゃん、前まえに言いってたことがあるんだけど……」

　こぶしを握にぎって、うつむく俺おれの耳みみに、鳥とり居いさんの声こえが聞きこえてきた。

　顔かおをあげると、必ひっ死しな様よう子すでしゃべろうとする鳥とり居いさんと、また目めが合あった。

「みんながバスケをしてるすがたが、うらやましいって。でも、部ぶ員いんみんなが、ケガなくバスケをできるように、サポートしたい気き持もちも本ほん当とう……。ちゃんとサポートできたら、自じ分ぶんも、いっしょにコートを走はしってる気き持もちになれるかもって」

　その言こと葉ばを聞きいて、涙なみだがこみあげそうになった。

　あわててまばたきをして、それをこらえる。

「でもっ、それってつらくないか？　自じ分ぶん自じ身しんが、バスケできるわけじゃないから……」

　だからこそ、さっき気き持もちが爆ばく発はつしちゃったんだろう。

　考かんがえなしな俺おれのせいで、あんなふうに言いわせてしまった。

　しかも、泣なかせて……。

　吉き良らには、笑わらっていてほしいのに。

　泣なき顔がおを見みて初はじめて、そう思おもってたことに気きがついた。

　吉き良らは、いつも笑え顔がおで部ぶ員いんを支ささえてくれていた。

　だからこそ、みんな、全ぜん力りょくでバスケをできていたんだ。

　なのに、俺おれのせいで、部ぶ活かつをつづけるのがいやになっちゃったかもしれない……。

　俺おれは、吉き良らになんて言いってあげられるだろう。

　吉き良らは、なんて言いってもらいたいんだろう。

　そのとき、スマホの通つう知ち音おんが鳴なった。

　純じゅんのだったらしく、純じゅんがスマホを見みて、小ちいさく「あっ」と言いった。

「アンリ、体たい育いく館かんにいるらしいよ」

　うまく伝つたえられるかは、わかんねえけど──。

「純じゅん、鳥とり居いさん、ありがとな。俺おれ、もう一いち度ど、吉き良らと話はなしてくる！」

　むかうは、体たい育いく館かんだ。

　俺おれは、二人ふたりをおいて、走はしりだした。
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　体たい育いく館かんに入はいると、わあっと歓かん声せいがあがった。

「な、なんだ……？」

『さあ！　ぶっちゃけ言いってしまいまＳＨＯＷショウ！　三人にん目めは、サッカー部ぶ部ぶ長ちょうでしたー！』

　ステージ上じょうで、司し会かい者しゃがそう言いって、歓かん声せいと拍はく手しゅが湧わいた。

　なんのコーナーなんだ……？

　すっごく盛もりあがってる。

「なぁ、今いまステージでなにやってんの？」

「言いいたいことを、大おお声ごえでぶちまけちゃおうって企き画かくだよ。おもしろいぞ～。さっき、『国こく語ごの先せん生せいの授じゅ業ぎょうがお経きょうみたいで眠ねむすぎる』って叫さけんだヤツがいて、めっちゃ怒おこられてた！」

　近ちかくにいたクラスメイトに聞きくと、そんな答こたえがかえってきた。

　おもしろいけど、そこまでぶっちゃけちゃっていいのか……？

　ふと目めをむけると、反はん対たい側がわの壁かべぎわの人ひとごみの中なかに、吉き良らのすがたがあった。

　そっちのほうに行いこうとするけど、人ひとが多おおくて近ちかづけそうにない。

　そばで、女じょ子したちがしゃべってるのが聞きこえた。

「ねぇねぇ、これって飛とび入いり参さん加かオッケーって本ほん当とう？」

「みたいだよ。ステージのそばの実じっ行こう委い員いんに、声こえをかければいいみたい」

　飛とび入いり……。

　そうだ！

　俺おれは、ステージのほうへと足あしをむけた。
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『さて次つぎは、ぶっちゃけ言いってしまいまＳＨＯＷショウのコーナーです！』

　体たい育いく館かんに入はいると、ステージではそんなコーナーがはじまったところだった。

　村むら瀬せくんに、気き持もちをぶちまけてしまったことを、私わたしは後こう悔かいしていた。

　あれは、八やつ当あたりだ。

　バスケをできないのは、私わたしの問もん題だいなのに、村むら瀬せくんに自じ分ぶんのことを重かさねて、ふりまわして、どなりつけてしまった……。

「村むら瀬せくん、こまってたよね……」

　もう吹ふっ切きれたと思おもってたのに。

　心こころの底そこでは、私わたし、まだバスケに未み練れんがあったんだ。

　だからって、村むら瀬せくんに当あたっても、どうにもならないのに……。

　あやまったほうがいいんだろうな、と思おもいながら、ポケットからスマホを取とりだすと、純じゅんから「今いまどこ？」とメッセージがきていた。

「体たい育いく館かんにいる」と返へん信しんしてから、ぼんやりとステージを見みる。

　ふだん思おもってることを、ステージで叫さけぶっていうコーナーみたい。

　私わたしも、自じ分ぶんの気き持もちから目めをそらさずにいたら、あんなふうに、人ひとに八やつ当あたりせずにすんだのかな……。

『さて次つぎは、飛とび入いり参さん加かです！　一年ねん生せいの村むら瀬せ稔みのるくん！』

　村むら瀬せ…………。

　って、えぇ!?

　村むら瀬せくん、あそこでなにやってるの!?

　考かんがえてたこともわすれて、私わたしの目めは、ステージにくぎづけになった。

『吉き良ら!!』

　ぱちっと目めが合あって、マイク越ごしに大おお声ごえで名な前まえを呼よばれた。

　ステージから、射い貫ぬくみたいに、まっすぐに見みつめられる。

　近ちかくで「告こく白はくかな？」なんて声こえが聞きこえたけど、ちがうから！

　えっ、村むら瀬せくん、なにを言いうつもり？

　まさか、みんなの前まえで、私わたしがバスケに未み練れんがあることを言いっちゃうとか……？

　私わたしの足あしのことを知しってる人ひとは多おおいし、ひみつなわけじゃないけど……。

『吉き良ら！　俺おれ、次つぎの試し合あいはスタメンになって、最さい後ごまで出でてみせるから！　だから、これからもバスケ部ぶのマネージャーとして支ささえてくれ！』

　村むら瀬せくんは、ひと息いきで叫さけんだ。

　告こく白はくを期き待たいしてたらしい、まわりのみんなの空くう気きを物ものともせず、村むら瀬せくんは「言いってやったぞ！」とでも言いうかのような顔かおだ。

　っていうか…………。

「べつにやめるなんて言いってないし!!」

　村むら瀬せくんの中なかで、どういう結けつ論ろんにいたったの!?

　思おもわず叫さけびかえすと、まわりから爆ばく笑しょうと歓かん声せいがおこる。

　いや、なんの歓かん声せい!?

「吉き良らさん、マネージャーやめるつもりだったの？」

「マジで!?　やべーよ、それ！　吉き良らさ～ん。オレら、ちゃんと言いうこと聞きくから、やめないで～」

　男だんバスの人ひとたちも集あつまってきて、そんなことを言いってくるし！

　それを聞きいて、あわてたのは、村むら瀬せくんだった。

『えっ!?　待まって待まって！　吉き良ら、マジでやめるなよ!?』

「だからちがっ……！　ちょっと村むら瀬せぇ！」

　ステージ上じょうからも、そんなことを言いってくるものだから、思おもわず呼よび捨すてしてしまった。

　まったく……。

　ステージを見みあげると、おろおろとしている村むら瀬せくんと、目めが合あった。

　なにかが解かい決けつしたわけじゃない。

　そもそも、答こたえなんか、ないのかもしれない。

　それでも……マネージャーをつづける理り由ゆうはできた。

　────村むら瀬せくんのバスケを、見み届とどけるっていう理り由ゆう。

　バスケをできる人ひとたちを見みて、くやしい気き持もちになることは、これからも変かわらないのかもしれない。

　だけど、それでいい。

　その気き持もちも、大だい事じに抱かかえたまま、バスケのそばにいよう。

　村むら瀬せくんのそばに……。

　私わたしは、村むら瀬せくんにむかって、ピースする。

　それで伝つたわったんだろう。

　村むら瀬せくんもほっとしたように笑わらってピースをかえしてくれた。
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[image: 14　打ち上げとヤキモチ]
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　文ぶん化か祭さいの片かたづけを終おえたクラスメイトたちが、教きょう室しつに集あつまってくる。

　今日きょう一いち日にち、あっという間まだったなぁ。

　準じゅん備びが始はじまったときは、どんなものになるか、不ふ安あんもあった。

　だけど、終おわってみれば……。

「楽たのしかったね、里り奈なちゃん」

　となりにいたアンリちゃんが言いった。

「うん！」

　わたしは、心こころの底そこから、言いった。

　以い前ぜんのわたしからは、考かんがえられないことかもしれない。

　学がっ校こう行ぎょう事じを、こんなに楽たのしめるなんて。

「中ちゅう学がく初はじめての文ぶん化か祭さいに、アンリちゃんと参さん加かできて、本ほん当とうによかった！」

「あらためて言いわれると、てれちゃうじゃん」

　本ほん心しんだったけど、言こと葉ばにすると、たしかにちょっとはずかしかったかも。

　アンリちゃんと、二人ふたりで顔かおを見みあわせて、笑わらってしまった。

「先せん生せい、まだこないね」

　アンリちゃんの言こと葉ばに、わたしもドアのほうを見みやった。

　今日きょうは、あとはショートホームルームをして、終おわりのはずなんだけど……。

　そう考かんがえていたら、教きょう室しつのドアが開あいた。

「みんなー、先せん生せいから全ぜん員いんにジュースだってー！」

　先せん生せいといっしょに、教きょう室しつに入はいってきた委い員いん長ちょうが、高たからかに言いった。

「やったー!!」

「先せん生せい、ふとっぱら～！」

　まさかの展てん開かいに、大おお盛もりあがりの教きょう室しつ。

　みんなといっしょに、わたしも小ちいさく拍はく手しゅをして、先せん生せいをむかえた。

「じゃあ、これから打うち上あげだね！」

「おっ、それなら、机つくえをうしろに寄よせちゃおうよ」

　えっ、えっ？

　今いまから、この教きょう室しつで、打うち上あげをするってこと？

「あっ、用よう事じのあるヤツいる？　強きょう制せい参さん加かってわけじゃないけど」

　用よう事じはないけど……。

　打うち上あげに参さん加かするのなんて、初はじめてだ。

　どんなことをするんだろう？

　わたしが参さん加かしても、うかないかな？

「はいっこれ、鳥とり居いさんにも！」

　そわそわしていたら、クラスメイトの一人ひとりが、ジュースを回まわしてくれた。

　わたしは、あわててジュースを受うけとる。

「あっ、ありがとう！」

「どういたしまして～」

　その子こは、べつの子こにも、どんどんジュースを配くばっていく。

　あれ？　わたし……ちゃんとお礼れいを言いえた！

　とっさに口くちにしていたけど……なんだか、胸むねがあったかい。

　思おもったときに、ちゃんと言こと葉ばを伝つたえられて、胸むねがドキドキしている。

「みんな、ジュースは持もった？　では、今日きょうはおつかれさまでしたー！」

「おつかれ～！」

　委い員いん長ちょうの号ごう令れいとともに、みんなの声こえが重かさなった。

　それからは、みんなでわいわいと、今日きょうまでの話はなしで盛もりあがった。

　気きがつくとわたしは、いつの間まにか、衣い装しょう班はんの子この輪わの真まん中なかにいた。

「おばけ屋や敷しき自じ体たいもだけどさ、うちのクラス、衣い装しょうも大だい好こう評ひょうだったよね」

「そうそう！　ダントツでかわいかったよね！　ヴァンパイアの衣い装しょうも、かっこいいって評ひょう判ばんだったし」

　その言こと葉ばに、みんなでうなずきあう。

「ちょっと作つくるのがむずかしかったから、間まにあわないかと思おもったけど……鳥とり居いさんが、かんたんな縫ぬい方かたを教おしえてくれて、ペースアップできたしね！」

　一人ひとりの子こが言いいだして、みんなの視し線せんがわたしに集あつまった。

　えっ、えっ……わたし、そんなことしたっけ……？

「私わたしが聞きいたとき、アドバイスしてくれたでしょ。で、超ちょうよかったから、みんなに教おしえちゃった」

　そうだ……準じゅん備びをしてたとき、近ちかくにいたその子こに「どうやったら、そんなに早はやく縫ぬえるの？」って聞きかれたんだった。

　みんなに教おしえてたなんて、知しらなかった。

「あっ、勝かっ手てにみんなに教おしえちゃって、悪わるかった？」

「ううんっ、そんなことないよ！」

　びっくりしたけど、みんなの役やくにたててうれしいし……。

　みんなにねぎらってもらって、どぎまぎしたけど、さっきみたいに、ちゃんと気き持もちを伝つたえることができた。

　なんだか、さっきからずっと、ドキドキしている。

　うれしいとか、楽たのしいとか、いろんな気き持もちが混まざり合あって、ふしぎな感かん覚かくだ……。

　気きづくと、衣い装しょう班はんの子こたちはクラスに散ちり散ぢりになって、わたしは純じゅんくんと二人ふたりっきりになっていた。

「座すわろっか？」

　純じゅんくんがそう言いって、わたしたちは、そろって窓まどぎわに座すわりこんだ。

　教きょう室しつの中ちゅう央おうでは、興こう奮ふんがさめないままハイタッチを交かわしてる子こたちがいて盛もりあがっているのに、わたしたちのまわりは静しずかだ。

　まるで、ここだけ切きり取とられた空くう間かんのよう。

　さっきとはちがうふうに、胸むねがドキドキしてきた。

　それを落おちつかせようと、わたしは手てのひらの中なかでジュースの缶かんをころがしてみる。

「──なんかね、りなちゃんがほめられて、私わたしまでうれしくなっちゃった」

　ふいに、純じゅんくんがそう言いった。

　となりに顔かおをむけると、ぱちっと目めが合あった。

　片かた方ほうのひざをかかえた純じゅんくんは、首くびをかたむけて、わたしの顔かおをのぞきこんでいた。

　その表ひょう情じょうが、あまりにも優やさしいもので……ドキッとして、つい目めをそらしてしまった。

「でも、ちょっとフクザツだなあ」

「え……？」

　さみしげなその声こえに、もう一いち度ど、純じゅんくんのほうに目めをむける。

　純じゅんくんは、床ゆかに視し線せんを落おとしていて、こまったように笑わらう。

「りなちゃんが、みんなと打うち解とけられて、うれしいはずなのに……私わたしだけが知しってたりなちゃんを、みんなが知しっちゃうのって、なんかフクザツ」

　そう言いうと、またわたしのほうをむいた。

　今こん度どは、目めをそらせなかった。

　純じゅんくんの言こと葉ばに、頭あたまが混こん乱らんしてきてしまう。

　てれたように笑わらう純じゅんくんに、鼓こ動どうがどんどん速はやくなっていく。

　えっと、つまりそれって……ヤキモチ、みたいな……？

　ううん、そんなはずないよね!?

　純じゅんくんみたいにすてきで、みんなから人にん気きのある人ひとが、わたしなんかにヤキモチを焼やくわけなくない!?
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　でも、わたしたちの視し線せんは、ずっと合あわさったままで……。

　なんて言いったらいいかわからなくて、見みつめかえすことしかできない。

　先さきに目めをそらしたのは、純じゅんくんだった。

「…………なんてね。これからも、私わたしとも仲なかよくしてね」

「もっ、もちろんだよ……！　こちらこそ、よろしくね！」

　純じゅんくーん、と呼よぶ声こえがした。

　廊ろう下か側がわの窓まどのほうで、女じょバスの子こが呼よんだみたい。

　じゃあねと言いって、純じゅんくんは立たちあがって、行いってしまう。

　わたしは…………立たちあがることができなかった。

　さっきの純じゅんくん、いったいなんだったの……!?

　わたしのかんちがい？

　びっくりしすぎて、まだ心しん臓ぞうが落おちつかない。

　そっと視し線せんをむけてみると、女おんなの子こたちの真まん中なかで、笑わらって話はなしている純じゅんくんのすがたが見みえた。

　わたしは……。

　わたしは、純じゅんくんのことを、どう想おもっているんだろう……？







[image: 15　男子バスケ部のおきて？]
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　文ぶん化か祭さいが終おわるとすぐに、部ぶ活かつの練れん習しゅうはさらに本ほん格かく的てきに厳きびしくなってきた。

　ライバル校こうとの練れん習しゅう試じ合あいまで、もうそんなに時じ間かんがないもんね。

　今日きょうは、女じょバスと男だんバスが、半はん分ぶんずつ体たい育いく館かんを使つかう日ひ。

　パスの練れん習しゅうを終おえて、汗あせを拭ふいていると、男だんバスのコートのそばにいる、りなちゃんのすがたが見みえた。

　シュート練れん習しゅう中ちゅうのようで、部ぶ員いんたちに、ボールを出だしている。

　がんばってるなぁ。

　と、思おもわずほほ笑えんでしまう。

　そうしているうちに、村むら瀬せの順じゅん番ばんになった。

　ん？　あいつ、なんかボーッとしてない？

「村むら瀬せくん!?」

　やっぱりうわの空そらだったようで、りなちゃんの投なげたボールが、思おもいっきり顔がん面めんを直ちょく撃げきした！

　あわてて駆かけ寄よったりなちゃんに、めちゃくちゃ謝あやまられてるけど……。

　いや、わるいのは村むら瀬せでしょ。

「なにやってんの、あいつ……」

　私わたしは、思おもわずそうつぶやいていた。
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　男だんバス・女じょバスともに、休きゅう憩けい時じ間かんになって、私わたしは体たい育いく館かんの外そとへとむかった。

　ふらふらと出でていく、村むら瀬せのすがたが見みえたんだ。

　村むら瀬せは、外そとの水すい道どうで、ざばざばと頭あたまから水みずをかぶっていた。

　キュッと蛇じゃ口ぐちを閉しめると、上うえのほうにおいてたタオルを手てさぐりで探さがしている。

「どうしちゃったの、村むら瀬せ」

　私わたしは、村むら瀬せの手てにタオルをわたしてあげながら、そうたずねた。

　顔かおを拭ふいて、「……サンキュ」と言いった村むら瀬せは、それきりだまってしまう。

　私わたしたちは、水すい道どうのふちにもたれかかって、空そらを見みあげた。

　よく晴はれた高たかい空そらに、もうすっかり秋あきなんだなぁって、しみじみと感かんじる。

　りなちゃんと再さい会かいして、ひと月つき。

　あっという間まだった。

　こんなに気き持もちが変かわるなんて……。

「俺おれ、どうかしちゃったのかなぁ」

　となりの村むら瀬せが、ぽつりと言いった。

　いけない、いけない。今いまは村むら瀬せのことだ。

「なにか悩なやみごと？　話はなし、聞きこうか？　アドバイスできるかわからないけど、言こと葉ばにしたらすっきりするかもよ？」

　むりに聞ききだすつもりはないけど、村むら瀬せは話はなしを聞きいてもらいたそうに見みえる。

　村むら瀬せは、タオルで口くちもとを押おさえながら、「う～～～～～」としばらく、うなった。

　それから、ぼそりと、

「最さい近きん…………吉き良らが、キラキラして見みえる」

「は？」

　私わたしはまぬけな声こえを出だしてしまった。

　吉き良らって…………アンリのことだよね？

　え、キラキラして見みえるって、それって……。

「あっ！　『吉き良らがキラキラ』って、べつにダジャレじゃねーぞっ!?」

「いやそれはわかってるよ!!」

　そんなこと、思おもいつきもしなかったよ！

　あわてて言いいつのった村むら瀬せだったけど、またタオルで表ひょう情じょうを隠かくしてしまった。

　だけど、その頬ほおが赤あかくなっていて、ちゃんと自じ分ぶんの気き持もちに気きづいてるんだなって、わかった。

「そっか……。よかったね」

「え、驚おどろかねえの？」

「いや、驚おどろいたけど……なんで？」

　思おもってもみなかったことを言いわれて、逆ぎゃくに聞ききかえしてしまう。

　村むら瀬せは、なんだかバツが悪わるそうだ。

「いや、だって…………。麻ま友ゆセンパイのことは、もういいのかって…………」

「あぁ、そっか」

　私わたしたち、この間あいだまで、同おなじ人ひとを好すきだったんだもんね。

　私わたしは、高たかい空そらを見みあげて、言こと葉ばを探さがした。

「……私わたしは、だけど。麻ま友ゆせんぱいのこと、今いまでも好すきだって気き持もちはある。でも……そう、少すこし形かたちが変かわったっていうか」

「形かたち？」

「そう。前まえは、すがたを見みるだけでそわそわするくらい、好すきでしかたがなくて……麻ま友ゆせんぱいが天てん神じんせんぱいといっしょにいるのを見みると、胸むねが苦くるしくなったんだけど……今いまは『麻ま友ゆせんぱいが、好すきな人ひとと、ずーっと幸しあわせで、笑わらっていてくれたらいいなぁ』って思おもってるんだ」

　好すきだってことは、同おなじなのに。

　麻ま友ゆせんぱいと天てん神じんせんぱい、二人ふたりの幸しあわせを、願ねがえるようになった──。

「だからさ、新あたらしい恋こいは、いいことだと思おもうよ？」

「そっか……」

　村むら瀬せは、かみしめるようにつぶやいた。

　それにしても、村むら瀬せがアンリをねぇ……。

　アンリって、だれか好すきな人ひとはいるのかな？

　そういう話はなしを、アンリから聞きいたことはないけど……。

「………………んん？　ていうか、それって、純じゅんも好すきな人ひとができたってことか!?」

　村むら瀬せが、ハッとしたかのように言いう。

　そういえば、まだだれにも言いってなかったかも？

「えーっと、まぁ……うん……」

　あらためて口くちにすると、なんかはずかしい……。

　身みを乗のりだしてくる村むら瀬せに、私わたしは目めを泳およがせた。

「えっ、だれ!?　って聞きいてもいい!?」

　気きづかうようなことを言いいながらも、村むら瀬せの目めは、キラキラしている。

　聞きく気きまんまんじゃん……っていうか。

　私わたしも、だれかに話はなすなら、村むら瀬せが最さい初しょがいいかもしれない。

「えっと…………りなちゃん…………」

　やっぱり、なんかてれくさくて、小こ声ごえになってしまった。

　でも、ちゃんと村むら瀬せの耳みみには聞きこえていたようで、「ほぉー……」と納なっ得とくしたかのような声こえを出だしている。

「鳥とり居いさんかぁ。あーでも、なんかわかるかも」

「えっ、どういうこと？」

「なんか、お前まえら二人ふたりがいっしょにいるときって、おたがいに、自し然ぜん体たいって感かんじがするもん。相あい性しょういいんじゃねーか？」

「そう……なのかな？」

　たしかに、りなちゃんのそばは、居い心地ごこちがいい。

　私わたしのだめなところを知しってくれているからかもしれないけど、それなら村むら瀬せとだって、アンリとだって同おなじことのはず。

　それだけじゃないんだよね……りなちゃんのとなりにいると、世せ界かいがキラキラして見みえる。

　となりを見みて、りなちゃんも、同おなじように感かんじていたら、幸しあわせな気き持もちになる……そんな感かんじ。

　村むら瀬せから見みても、そんなふうって、すごくうれしいかも。

「あー、次つぎこそ、両りょう想おもいになりてーよなぁ」

「そうだよねぇ」

「でも、俺おれと吉き良らって同おなじ部ぶ活かつだしさ、もし付つき合あえたら、部ぶ活かつに集しゅう中ちゅうできないかも!?」

「いや、もうすでに、集しゅう中ちゅうできてなかったじゃん」

　私わたしがからかうと、村むら瀬せは「たしかに」と笑わらった。

　マネージャーと部ぶ員いんの恋こいって、マンガとかでも、よくあるもんなぁ。

　そう思おもったところで、頭あたまのかたすみに、なにか引ひっかかった。

　マネージャーの話はなしを、だれかから聞きいていたような……？

「～～～～あっ！」

「えっ、なに!?」

　とつぜん大おお声ごえをあげた私わたしに、びくっとなる村むら瀬せ。

　私わたしは、思おもいだしたことに気きを取とられて、そんな村むら瀬せにかまっていられない。

　っていうか、これ、村むら瀬せに伝つたえてもいいのかな……？

「おい、なんだよー？　急きゅうにどうしちゃったんだよー、純じゅん？」

　村むら瀬せ、知しらないんだ……。

　それなら、言いわないわけにもいかないよね……。

　私わたしは、意いを決けっして、村むら瀬せにむきなおった。

「村むら瀬せ、男だんバスって………………マネージャーとの恋れん愛あいは禁きん止しルールだったはず」

　きょとんとする村むら瀬せ。

「恋れん愛あい？」

「禁きん止し」

　首くびをかしげて言いうから、うなずきながら、私わたしはかえした。

　目めをぱちくりさせて、私わたしの言こと葉ばの意い味みを考かんがえているようだけど……。

「えええええ──────!?」

　秋あき空ぞらに、村むら瀬せの絶ぜっ叫きょうがひびきわたった。





──『一年ねん間かんだけ。⑩』につづく
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あとがき






『一いち年ねん間かんだけ。⑨』を読よんでくれて、ありがとうございました。

　純じゅん・稔みのる・里り奈な・アンリの一年ねん生せい組ぐみがメインになっての新しん章しょう、どうだったでしょうか？

　まさかの展てん開かいだったかもしれませんが、おもしろいと思おもってもらえていたら、嬉うれしいです。

　四人にんの恋こい模も様ようを、これからもお楽たのしみに！

　花か芽が宮みやるる先せん生せい、今こん回かいも素す敵てきなイラストをありがとうございました。特とくに、カバーイラストはアオハルって感かんじで最さい高こうです！

　担たん当とうさんには、たくさんアドバイスをいただきました。いつもありがとうございます。

　そして、この本ほんに関かかわってくださったみなさん、応おう援えんしてくれる読どく者しゃのみなさんに、感かん謝しゃを申もうし上あげます。それでは、また次つぎの本ほんでお会あいしましょう！


安芸あき咲さく良ら




＊ファンレターのあて先さきはこちら

〒１０２─８１７７　東とう京きょう都と千ち代よ田だ区く富ふ士じ見み２─13─３　　　「安芸あき咲さく良ら先せん生せい」

株かぶ式しき会がい社しゃＫＡＤＯＫＡＷＡ　角かど川かわつばさ文ぶん庫こ編へん集しゅう部ぶ　　　　　「花か芽が宮みやるる先せん生せい」　＊作さっ家かさんごとに別べつに送おくって下くださいね



















～午ご前ぜん９時じ～　[image: ]



　わたし──工く藤どう穂ほ乃の香かのクラスは、文ぶん化か祭さいで、プラネタリウムをすることになった。

　季き節せつごとの星ほし空ぞらの装そう置ちを作つくって、暗くらくした教きょう室しつの天てん井じょうに映うつしだして、お客きゃくさんに見みてもらうっていうもの。

「アルミホイルに、穴あなを開あけるだけって思おもったけど、けっこう作つくるの大たい変へんだったよねぇ。だれよ？　プラネタリウムをやろうって言いったの」

　もうすぐ、文ぶん化か祭さいが始はじまる時じ間かん。

　親しん友ゆうの前まえ田だ千ち帆ほちゃんが、準じゅん備びをしながら言いった。

「提てい案あんしたのは、おまえだっただろーが」

　的てき確かくにツッコミを入いれるのは、千ち帆ほちゃんの幼おさななじみで、彼かれ氏しの坂さか木き悠ゆう馬まくん。

　わたしもそう思おもったから、苦にが笑わらいしていたら、千ち帆ほちゃんは、ぷくっと頬ほおをふくらませた。

「そうなんだけど！　あんなに大たい変へんだって思おもわなかったんだもん。グチぐらい言いわせてよー」

「苦く労ろうの成せい果かを、今いまからみんなに見みてもらうんだろ。めいっぱい、楽たのしもうぜ」

「うん！」

　坂さか木きくんに言いわれて、千ち帆ほちゃんがうれしそうに笑わらいかえす。

　あいかわらず、長なが年ねん連つれ添そった夫ふう婦ふみたいな掛かけ合あいをする二人ふたりだけど、こういうところは、ちゃんと付つき合あいたてのカップルって感かんじだなぁ。

「ほらそこ。いちゃついてないで、早はやく準じゅん備びするよ」

「てっ、天てん神じんくん！　いやべつにいちゃついてないし！」

　段だんボール箱ばこを抱かかえて、教きょう室しつに入はいってきたのは、天てん神じん裕ゆう貴きくん。

　おかしそうに笑わらっている、羽はね倉くら麻ま友ゆちゃんもいっしょだ。

「麻ま友ゆちゃん、天てん神じんくん。その箱はこは、なに？」

「星ほし空ぞらの解かい説せつを、印いん刷さつしたものだよ。思おもったより、お客きゃくさんがきそうだから、追つい加かで印いん刷さつしてきたの」

　麻ま友ゆちゃんは、そう言いって、一枚まいわたしてくれた。

　上じょう映えいしながら解かい説せつはするけど、あとから思おもいだして楽たのしんでもらえるように、星ほし空ぞらについてまとめたプリントを用よう意いしたんだ。

「重おもかったでしょ？　二人ふたりにまかせちゃって、ごめんね」

「ううん。ほとんど天てん神じんくんが、持もってくれたし」

「彼かの女じょにかっこつけやがって」

「うるせーよ、坂さか木き」

　坂さか木きくんと天てん神じんくんのやりとりに、一いっ瞬しゅんあせっちゃったけど、冗じょう談だんだったみたい。

　二人ふたりは、おかしそうに笑わらっている。

　一いち時じ期きは、ふくざつな四し角かく関かん係けいだったこの四人にんも、落おちつくところに落おちついたって感かんじ。

　すれちがっていた麻ま友ゆちゃんと天てん神じんくんも、修しゅう学がく旅りょ行こうで、無ぶ事じに付つき合あうことになったんだ。

「ほのちゃん、どうしたの？」

　思おもわず、ふふっと笑わらってしまったわたしに、千ち帆ほちゃんがたずねた。

「千ち帆ほちゃんも麻ま友ゆちゃんも、彼かれ氏しと仲なかよしでいいなぁって」

「なっ!?　ほ、ほのちゃんもでしょ!?」

「そうそう。今日きょう、うわさのほのかちゃんの彼かれ氏しがくるんだって？」

　麻ま友ゆちゃんに言いわれて、わたしはドキッとした。

　麻ま友ゆちゃんの言いう、彼かれ氏しっていうのは、村むら瀬せ司つかさ先せん輩ぱいのこと。

　そう、わたしの…………高こう校こう生せいの彼かれ氏しなんだ。

　今日きょうは土ど曜よう日びだから、つかさ先せん輩ぱいの高こう校こうはお休やすみ。

　だから、遊あそびに行いくよって言いわれてるんだけど……。

「楽たのしみだなぁ。うわさのレジェンドカップルを見みるの！」

　両りょう手てを合あわせて、うきうきとしている麻ま友ゆちゃん。

　あわわわ……そんなに持もちあげられるようなことは、してないんだけどな……。

「まゆちゃーん？　あんまりほのちゃんを、からかわないの！」

「ごめん、ごめん。ちゃんと、初はつ恋こいで、まだ手てさぐりだってこと、わかってるよ」

　そう言いって、ウインクをする麻ま友ゆちゃんは、今日きょうもすごくかわいい。

　わたしたち、二学がく年ねんも離はなれていても、ずっとつづいていることで、なぜかみんなから『レジェンドカップル』って言いわれてるんだよね。

　実じっ際さいは、麻ま友ゆちゃんの言いったとおり、まだまだわからないことだらけだ。

　とはいっても、もう付つき合あって、一年ねん以い上じょうになったんだなぁ。

　去きょ年ねんの文ぶん化か祭さいは、つかさ先せん輩ぱいの受じゅ験けんが成せい功こうするように、願がん掛かけとして顔かおを合あわせないようにしていたから……いっしょに楽たのしむことは、ほんの少すこししかできなかった。

　でも、今日きょうの文ぶん化か祭さいは、初はじめていっしょに回まわれるんだ。

　きのうは楽たのしみで、あんまり眠ねむれなかった。

『それでは、京きょう塚づか中ちゅう学がく文ぶん化か祭さいを、開かい始しします！』

　スピーカーから、そんなアナウンスが聞きこえてきた。

　よーし、今日きょうは、楽たのしい一いち日にちにするぞー！
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　プラネタリウムは、二十分ぷんくらいのプログラムを、一時じ間かんごとに上じょう映えいする予よ定ていだ。

　わたしの当とう番ばんは、第だい二部ぶ。

　教きょう室しつの床ゆかには、ふかふかのマットを敷しいて、クッションをおいて、自じ由ゆうな姿し勢せいで見みられるようにしてある。

　本ほん物もののプラネタリウムなら、リクライニングシートだけど、たくさんのお客きゃくさんが入はいれるように、そうしたんだ。

「ほのちゃん、きたよ」

　この声こえは！

　わたしは、いきおいよくふりかえる。

「つかさ先せん輩ぱい！　レナ先せん輩ぱいに、岡おか本もと先せん輩ぱいも！」

　そこには、高こう校こうの制せい服ふくすがたのつかさ先せん輩ぱいがいた。

　つかさ先せん輩ぱいの友ともだちで、わたしの美び術じゅつ部ぶの先せん輩ぱいであるレナ先せん輩ぱいと、その彼かれ氏しの岡おか本もと先せん輩ぱいもいっしょだ。

「ほのちゃんの番ばんに、間まにあったかな？」

「はい！　今いまからですよ。つかさ先せん輩ぱい、きてくれて、ありがとうございます。レナ先せん輩ぱい、お久ひさしぶりです！」

「久ひさしぶりだね、ほのかちゃん！」

　レナ先せん輩ぱいたちも、きてくれるとは思おもってなかった！

　千ち帆ほちゃんも、久ひさしぶりに会あったようで、三人にんで手てを取とり合あって、喜よろこんだ。
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「そろそろ開かい始ししまーす」

　同おなじ当とう番ばんの人ひとが、そう言いって、お客きゃくさんたちがマットの上うえに寝ねそべっていく。

「みなさんも、好すきなところにどうぞ」

「うん。ほのちゃん、がんばってね。アナウンス、楽たのしみにしてる」

「せ、先せん輩ぱい……緊きん張ちょうするから、あんまりプレッシャーをかけないでください……」

「大だい丈じょう夫ぶだよ、ほのちゃんなら」

　そう言いって、つかさ先せん輩ぱいはほほ笑えむと、レナ先せん輩ぱいたちとともに、マットへとむかった。

　何なん回かいも見みているけど……つかさ先せん輩ぱいの制せい服ふくすがた、やっぱりかっこいいなぁ。

　先せん輩ぱいの高こう校こうは、女じょ子しの制せい服ふくもかわいい。

　再さ来らい年ねんは、あの制せい服ふくを着きて、いっしょに高こう校こう生せい活かつを送おくりたいなぁ。

　わたしのがんばり次し第だいだよね！

　教きょう室しつが暗くらくなって、壁かべと天てん井じょうに、星ほし空ぞらが映うつしだされた。

「うわぁ…………」

　と、小ちいさな声こえがあがって、みんなでガッツポーズをした。

　わたしは、星ほし空ぞらの解かい説せつが書かかれた原げん稿こうを、ゆっくりと読よみ始はじめる。

　緊きん張ちょうするけど……何なん度ども練れん習しゅうしたんだ。

　ゆっくりと、はっきりと……。

　そう意い識しきしながら、お客きゃくさんみんなに聞きこえるように、読よみあげていく。

　つかさ先せん輩ぱいが聞きいているかと思おもうと、ドキドキしてしまう。

　つかさ先せん輩ぱいは、黒こく板ばん近ちかくのところに、岡おか本もと先せん輩ぱいたちとならんで座すわっていた。

　真まっ暗くらだから、ぼんやりとしか見みえないけど。

　レナ先せん輩ぱいと岡おか本もと先せん輩ぱいが、なにか気きになる星ほしを見みつけたのか、指ゆびをさして合あい図ずしあっていた。

　わたしもいつか、つかさ先せん輩ぱいのとなりで、プラネタリウムを見みられたらいいなぁ。
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　上じょう映えいが終おわって、先せん輩ぱいたちのもとにむかった。

「どうでしたか？」

「すごかった！　思おもってたより、本ほん格かく的てきだったね。ほのちゃんの声こえを聞きいてたら、すごく落おちついたし、興きょう味み深ぶかかったよ！」

「ふふっ、ありがとうございます」

　ナレーションの練れん習しゅうを、いっぱいしたかいがあった！

　そのつかさ先せん輩ぱいが、ふいにてれくさそうな顔かおをする。

「でも、星ほし空ぞらを、ほのちゃんとならんで見みたかったなって、思おもっちゃった」

「つかさ先せん輩ぱい……」

　同おなじことを考かんがえてたことがうれしくて、胸むねがぎゅーっとなってしまう。

　岡おか本もと先せん輩ぱいが、つかさ先せん輩ぱいと肩かたを組くむ。

「なら、今こん度どみんなで、プラネタリウムに行いこうぜ」

「いいね！　ダブルデートしようよ！」

　レナ先せん輩ぱいも、そう言いって乗のってくる。

　わわっ、先せん輩ぱいたちと、ダブルデート!?

　いいのかな……？

　つかさ先せん輩ぱいのほうを見みてみると、ふわっとほほ笑えんでいた。

「ほのちゃんさえよければ」

「もっ、もちろん！」

　まさか、こんなに早はやく、願ねがいが叶かなっちゃうなんて……。

　プラネタリウムでは、流ながれ星ぼしは流ながれないけど……でもやっぱり、星ほしのおかげかな？

　つかさ先せん輩ぱいと見みあげる星ほし空ぞら……。

　きっと、どの星ほし空ぞらよりも、きれいに見みえるんだろうなぁ。


～午ご前ぜん11時じ～　[image: ]



　私わたし──前まえ田だ千ち帆ほの当とう番ばんは、午ご後ごからだ。

　親しん友ゆうのほのちゃんとは、ちがう時じ間かんになっちゃったから、いっしょに文ぶん化か祭さいを回まわれなくて残ざん念ねんだなぁって、思おもってたんだけど……。

「坂さか木きくんと二人ふたりでは、回まわらないの？」

　って、ほのちゃんに声こえをかけられたんだ。

　まゆちゃんからも、

「文ぶん化か祭さいを、彼かれ氏しと回まわらなくて、だれと回まわるの!?」

　って、背せ中なかを押おされてしまって……。

　私わたしは、となりにいる悠ゆう馬まに、ちらっと目めをやった。

　同おなじクラスで、ずっといっしょに準じゅん備びをがんばってきたのに、当とう日じつの自じ由ゆう時じ間かんをどうするかなんて、打うち合あわせもしてなかった。

　でも、なんとなく連つれだって、廊ろう下かを歩あるいてる。

　悠ゆう馬まは、焼やきそば屋やさんの呼よびこみをしてる友ともだちと、なにか話はなしている。

　さっきも、サッカー部ぶの後こう輩はいのクラスで、ちゃんとやってるのかって、からかいながら活かつを入いれていた。

　なんていうか…………。

『彼かれ氏しと回まわる文ぶん化か祭さい』って、こういうものだっけ？

　距きょ離り感かんが、去きょ年ねんまでと、ぜんぜん変かわってなくない？

　楽たのしくないわけじゃない。

　おばけ屋や敷しきも、いろんなしかけに驚おどろいたり笑わらったりしながら、最さい速そくで脱だっ出しゅつした。

　私わたしも悠ゆう馬まも、あんまり怖こわがりじゃないから、タイムを競きそっちゃったんだよね。

　こういう雰ふん囲い気きって、ちっちゃな子こ供どものころから、ぜんぜん変かわらない。

　友ともだち以い上じょうに息いきが合あう、っていうか。

　でも…………私わたしたち、付つき合あってるんだよね？

　来らい年ねんの春はるには、悠ゆう馬まは転てん校こうしてしまう。

　二人ふたりだけの思おもい出でを作つくりたい、って思おもってるのは、私わたしだけなのかな……。

「おい、千ち帆ほ。焼やきそば一個こサービスしてくれるってよ。ラッキー！」

「あっ、うん！」

　やばい、話はなしをちゃんと聞きいてなかった！

　悠ゆう馬まは、そんな私わたしに気きづかなかったようで、焼やきそばを買かっている。

「屋おく上じょうのとこの階かい段だんで食たべようぜ。あそこなら、人ひと少すくなそうだし」

　袋ふくろに入いれてもらった焼やきそばを掲かかげながら、笑え顔がおで言いう悠ゆう馬ま。

　…………ま、いっか。楽たのしそうだし。
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　うちの中ちゅう学がくは、屋おく上じょうは立たち入いり禁きん止しだ。

　屋おく上じょうでお弁べん当とう、なんて少しょう女じょマンガみたいなシチュエーションに憧あこがれてたけど、しかたがない。

　それでも、屋おく上じょうにつづく階かい段だんは、ひと気けが少すくないから、なかなかの穴あな場ばだ。

「げっ、紅べにショウガまで、倍ばいにしなくてよかったのに。千ち帆ほ、やる」

「もー、好すき嫌きらいしないでよー」

　悠ゆう馬まは、私わたしの焼やきそばに、紅べにショウガをぽいぽい入いれていく。

　屋おく上じょうへの階かい段だんには、今日きょうもだれもいなかった。

　二人ふたりっきりになれてうれしいけど、やっぱり、あまい空くう気きなんて、ぜんぜんない。

　あたりにただよってるのは、ソースの香かおりだし。

　これが、『私わたしたちらしい』といえば、そうなのかも？

「あ、千ち帆ほ」

　そう言いって、悠ゆう馬まの手てが伸のびてきた。

　私わたしの口くちもとを、親おや指ゆびでぬぐう。

「ソース、ついてる」

　いきなり顔かおに触ふれられて、びっくりしたけど……。

　ソースって！

　ぜんぜんロマンチックじゃない！

　うれしいやら、はずかしいやらで、私わたしはふくれっ面つらで、焼やきそばを食たべつづけた。

　一ひと足あし先さきに食たべ終おわった悠ゆう馬まは、となりで文ぶん化か祭さいのパンフレットを広ひろげてる。

「次つぎはどこに行いく？」

「んー、あまいもの食たべたいかなー」

　もう口くちにつけて食たべないようにはするけど、どうせつけるなら、ソースよりはかわいいものにしたい。

　そう考かんがえての言こと葉ばだったけど、悠ゆう馬まは、ぷっと笑わらった。

「なに？」

「いや、おまえって、食たべ物ものばっかり」

　あっ、しまった！

　べつに、食たべ物ものしばりにする必ひつ要ようはなかったんだ！

　体たい育いく館かんではいろんな出だし物ものをしてるし、教きょう室しつで展てん示じをしてるクラスだってある。

　色いろ気けより食くい気けって……。

　私わたしたちが、ぜんぜんいい雰ふん囲い気きにならないのって、もしかして、私わたしのせい!?

「腹はらいっぱいだし、もうちょっと休きゅう憩けいしてから行いこうぜ」

「う、うん……」

　連れん日じつの準じゅん備びでつかれてたのか、悠ゆう馬まは壁かべに寄よりかかって、目めをつぶる。

　きのうも、夜よる遅おそくまで、最さい後ごの準じゅん備びをしてたんだよね……。

　私わたしの部へ屋やのむこうの、悠ゆう馬まの部へ屋やの灯あかりが、ずっとついてたのを知しってる。

　朝あさから、ちょっとあくびが多おおかったもんね。

　……こうやって、なんでもない時じ間かんを過すごすのが、私わたしたちらしいのかもしれない。

　それに……。

　悠ゆう馬まにばっかり期き待たいするんじゃなくて、私わたしからも、なにかするべきなのかも。

　焼やきそばの容よう器きを片かたづけた私わたしは、スカートを伸のばして、ぱたぱたと叩たたいた。

「悠ゆう馬ま！　枕まくらにしていいよ！」

「はぁ!?」

　ぱちりと目めを開あけた悠ゆう馬まは、私わたしがひざを示しめしてるのを見みて、すっとんきょうな声こえをあげた。

　その顔かおが、みるみる赤あかくなっていく。

　あれ？

　私わたし、もしかして、はずかしいことを言いった？

「ごっ、ごめん！　いらないならいい！」

　よく考かんがえたら、ひざに乗のせたら、悠ゆう馬まの顔かおが、めちゃくちゃ近ちかくなるじゃん!?

　私わたしのほうが、その距きょ離りに耐たえられそうにないかも!!

　あわてて離はなれようとするけど、がしっと手てをつかまれた。

「いや借かりる！　十五分ふんくらいしたら起おこして」

　返へん事じをする間まもないまま、悠ゆう馬まは私わたしのひざに頭あたまを乗のせると、すぐにぎゅっと目めをつぶってしまった。

　しばらくぎこちなかった悠ゆう馬まだけど、私わたしが固かたまってなにも言いえずにいるうちに、だんだん力ちからが抜ぬけていった。

　やがて、おだやかな寝ね息いきが聞きこえてくる。

　わ……寝ねちゃった……。

　本ほん当とうに、つかれてたんだなぁ。

　起おこさないように、私わたしは静しずかに深しん呼こ吸きゅうをした。

　まだ心しん臓ぞうがドキドキ言いってるけど、こうやって、悠ゆう馬まの顔かおをじっくり見みられる機き会かいって、けっこう貴き重ちょうかも。

　ひざ枕まくらを、一いっ瞬しゅんためらった悠ゆう馬ま。

　あの顔かお……見みものだったな。

　小ちいさいときと、なにも変かわらないって思おもったけど、そんなことはなかった。

　少すこしずつだけど、恋こい人びと同どう士しになっていってるのかな？

　いっしょにいられるのは、あと少すこし。

　もっともっと、思おもい出でを作つくっていきたいなぁ。
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　あたし──羽はね倉くら麻ま友ゆは、クラスの当とう番ばんを終おえて、荷に物もつをおいてるべつの教きょう室しつにむかっていた。

　時じ間かん帯たいこそちがったけど、天てん神じんくんの当とう番ばんも、午ご前ぜん中ちゅうで終おわり。

　だから、午ご後ごは、いっしょに文ぶん化か祭さいを回まわろうねって、約やく束そくしてたんだ。

　ちほちゃんには、あんなことを言いったけど……。

　あたしだって、彼かれ氏しと回まわる文ぶん化か祭さいなんて、初はじめて！

　どこから回まわろうかな？

　なにを話はなせばいいのかな？

　ドキドキで、テンションがあがりっぱなしだ。

　教きょう室しつで落おちあおうってことだったんだけど──。

「──えっ、お休やすみなの!?」

　ドアを開あけた瞬しゅん間かん、真ま凛りんちゃんの声こえが響ひびいた。

　教きょう室しつの中なかには、真ま凛りんちゃんと圭けいちゃん、それから手しゅ芸げい部ぶの一年ねん生せいの男だん子しのすがたがあった。

　スマホを手てに、なんだかあせった表ひょう情じょうをしている。

「どうかしたの？」

「あっ、麻ま友ゆ！　聞きいてよー！　うちら、午ご後ごからファッションショーやるんだけど、ショーに出でる予よ定ていだった子こが、カゼでこられなくなっちゃったの！」

「えぇっ!?」

　真ま凛りんちゃんと圭けいちゃんは、手しゅ芸げい部ぶ。

　文ぶん化か祭さいで、自じ分ぶんたちの作つくった服ふくをおひろめするんだ、って言いってたんだけど……。

　真ま凛りんちゃんに、がしっと肩かたをつかまれた。

「ところで麻ま友ゆ、午ご前ぜん中ちゅうで、クラスの当とう番ばんは終おわりだったよね？」

「え、う、うん、そうだけど……」

　ちょ、ちょっと待まって、まさか……。

　圭けいちゃんまで迫せまってきて、必ひっ死しの形ぎょう相そうであたしを見みてくる。

「ファッションショー、出でてくれない!?」

「ムリだよ！」

「夏なつ休やすみに、ショッピングモールのファッションショーに出でたって言いってなかった!?」

　出でたけどー！

　知しり合あいばかりの校こう内ないとは、ちがうっていうか！

　あのときは、知しらない人ひとばかりだったから、ノリノリでできた部ぶ分ぶんがあるんだよ！

「待まってください！　俺おれが羽はね倉くら先せん輩ぱいといっしょに歩あるくなんて、ムリっすよ!?　先せん輩ぱいのファンに締しめられる！」

　締しめるってどういうこと!?

　押おし問もん答どうをしてたら、教きょう室しつのドアが開あいた。

「あっ、羽はね倉くらさん…………？　どういう状じょう況きょう？」

「天てん神じんくん！　たすけてー！」

　必ひっ死しに助たすけを求もとめるあたしを見みて、天てん神じんくんの顔かおには、疑ぎ問もん符ふがうかんでいる。

　圭けいちゃんが、ポンと手てを鳴ならした。

「そうだ！　天てん神じんくんも出でればいいんじゃん！」

「待まって、なんの話はなし？」

「お願ねがい、天てん神じんくん！　麻ま友ゆといっしょに、ファッションショーに出でて！」

「はぁ!?」

　天てん神じんくんが、さらに目めを白しろ黒くろさせた。
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　結けっ局きょく、断ことわることができなかった……。

　時じ間かんが迫せまってるから、あたしたちは、体たい育いく館かんのステージ裏うらへと移い動どうした。

　あたしの前まえに用よう意いされた衣い装しょうは、あわいピンクの、かなりちゃんとした『ドレス』。

　こ、こんな衣い装しょうだなんて聞きいてない……。

　着き替がえ終おわったあたしは、そっとカーテンを開あけて、進すすみでた。

　外そとでは、すでに着き替がえ終おわった天てん神じんくんが、待まっていた。

「ど、どうかな……？」

　目めを泳およがせながら、たずねてみたけど、返へん事じがない。

　顔かおをあげると、天てん神じんくんは、口くちもとを手てで押おさえて、目めだけそらしていた。

「天てん神じんくん……？」

「…………めちゃくちゃかわいい」

　天てん神じんくんは、ぽつりと言いう。

　まさかそんな反はん応のうをされるとは思おもわなくて、思おもわず真まっ赤かになってしまう。

「あ、ありがとう……。天てん神じんくんも、ものすごくかっこいいよ……？」

　タキシードっていうのかな。ピシッとしたかっこうで、大人おとなっぽい。

「そ、そう？　ありがとう」

　な、なんかこれって……二人ふたりならぶと、まるで……。

「ほらほらお二人ふたりさん！　こんなとこでいちゃついてないで、準じゅん備びするよ！」

「い、いちゃついてなんか……！」

「はい麻ま友ゆこっちむいて～。へアドレスつけるよ」

　真ま凛りんちゃんと圭けいちゃんに、髪かみをいじられてしまう。

　ステージでは、先せん生せいたちのバンド演えん奏そうが行おこなわれている。

　舞ぶ台たい裏うらは、次つぎの準じゅん備びで大おおわらわだ。

「緊きん張ちょうするね」

　あたしと同おなじく、髪かみをセットされてる天てん神じんくんが、となりで言いった。

「……でも、ちょっとワクワクしない？」

「うん。夏なつ休やすみに、羽はね倉くらさんと蒼あお井いさんのステージを見みたときは、ただすごいなと思おもっただけだったけど……。うん、緊きん張ちょうするけど、おもしろいな」

　いきなりショーに出でることになって、とまどったけど……。

　いざ衣い装しょうを着きてみると、やっぱりドキドキしてくる。

「それでは次つぎは、手しゅ芸げい部ぶによるファッションショーです！」

　司し会かい者しゃが言いって、かろやかな音おん楽がくが流ながれ始はじめる。

　あたしたちの出で番ばんは、最さい後ご。

　ドキドキしながら、ほかの子こたちが歩あるいていく様よう子すを、ステージわきから見みていた。

　前まえの人ひとたちが、帰かえってきた。

　天てん神じんくんが、あたしにむかって、緊きん張ちょう気ぎ味みに笑わらう。

「それじゃあ、羽はね倉くらさん。行いこうか」

「うん！」

　あたしも、笑わらいかえした。

　天てん神じんくんと、そろってステージの中ちゅう央おうまで歩あるいていって、一回かい転てん。ポーズを決きめて、帰かえってくる。

　やることはそれだけなんだけど、見みているのが、見み知しった生せい徒とたちだと思おもうと、なんだか緊きん張ちょうしてしまう……。

　ステージの中ちゅう央おうにたどり着ついて、天てん神じんくんとタイミングを合あわせて、回まわろうとしたときだった。

「あっ！」

　あたしは、バランスをくずして、ころびそうになってしまった！

　でも、となりの天てん神じんくんの手てが伸のびてきて、あたしの手てをつかんで支ささえてくれた。

「大だい丈じょう夫ぶ？」

「う、うん……ごめん……」

　びっくりした……。

　真ま凛りんちゃんと圭けいちゃんのショーを、台だい無なしにしてしまうところだった。

「まゆちゃ～ん、大だい丈じょう夫ぶ～？」

「がんばれ～」

　客きゃく席せきから、そんな声こえが飛とんでくるけど、気きにしていられない！

　とにかく、ショーをつづけなきゃ！

　あわてて歩あるきだそうとすると、足あし首くびに痛いたみが走はしった。

「もしかして、ひねった？」

　天てん神じんくんが、手てをつないだまま、ささやいてくる。

「ちょっと痛いたいけど、大だい丈じょう夫ぶ……」

　あとは、ステージわきまで、歩あるいていくだけだし。

　そう思おもったけど……いきなり、ひざをすくわれて、急きゅうに視し界かいが変かわった。

「わっ!!　て、天てん神じんくん!?」

　天てん神じんくんの顔かおが、間ま近ぢかにあって……。

　これって、これって……。

　お姫ひめさま抱だっこされてる!?

「じっとしてて？」

「おぉっ!!」

　と、客きゃく席せきから、歓かん声せいがあがって、われにかえる。

「て、天てん神じんくん……！　ちょっと！　はずかしいよ！」

「大だい丈じょう夫ぶ、大だい丈じょう夫ぶ。こういう服ふく装そうだし、きっとみんな、演えん出しゅつだって思おもうでしょ」

　この服ふく装そうって……結けっ婚こん式しきの、新しん郎ろう新しん婦ぷみたいだってこと!?

　た、たしかに、あたしだって、じつはこっそりそう思おもってたけど！

　ステージわきでは、親おや指ゆびを立たててる真ま凛りんちゃんと、大だい拍はく手しゅをしてる圭けいちゃんが待まっている。

　もう……どうしてくれるの、この状じょう況きょう……。

　大だい歓かん声せいの中なか、お姫ひめさま抱だっこで運はこばれて……はずかしいけど、うれしくて……。

　わすれられない文ぶん化か祭さいになったんだ！




　──その後ご、あたしと天てん神じんくんが、学がっ校こう公こう認にんのカップルになったのは、言いうまでもない。





おわり



[image: ]




























一年ねん間かんだけ。⑨




心こころの扉とびらをひらくのは、キミ？








作さく　安芸あき咲さく良ら

絵え　花か芽が宮みやるる





角川つばさ文庫





2021年12月15日　発行





ver.001





©Sakura Aki 2021

©Lulu Kagamiya 2021





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川つばさ文庫『一年間だけ。⑨　心の扉をひらくのは、キミ？』

2021年12月15日　初版発行





発行者：青柳昌行

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only












安芸咲良／作

11月23日生まれ、熊本県出身。第2回キャラ文芸大賞奨励賞受賞。第6回角川つばさ文庫小説賞で最終選考に残り、『一年間だけ。① さくらの季節にであうキミ』でデビュー。コリー犬とライブが好き。




花芽宮るる／絵

青森県出身、神奈川県在住のイラストレーター。恋をしている女の子を描くのがすき。趣味は夫とカフェ巡り。書籍の装画や漫画などで活動中。














装丁　ムシカゴグラフィクス












本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















OEBPS/Images/embed0054_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0060_HD.jpg
2

F
]
e
i3
®

chey

_ brLEER, ERUTERS
HEOX-H<neRUoSRITSTU<D!
H<AEBUDDEFNSTLL
SlorHBET BLL RO TFEDLLE
EDFBLHSAD LGS ME B TIND,
B ED LSS < A 5. DS TN D
PoDAFHB, ThEBBH. <SEA
A<AOESYEMSTUESEDIL.
raiu, bEseA. B3 TNEIDE12] 5T
BhERAOBSSICEINBTER?

Kadokawa Toubasa Bunko






OEBPS/Images/embed0052.jpg





OEBPS/Images/embed0050.jpg





OEBPS/Images/embed0057.jpg





OEBPS/Images/embed0025_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0048_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0055.jpg





OEBPS/Images/embed0019_HD.jpg
A VN

I

o
/
- 2\






OEBPS/Images/embed0045_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0022_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0051_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0042.jpg





OEBPS/Images/embed0040.jpg





OEBPS/Images/embed0005_HD.jpg
O
DI LAOS 5eee oo O\
NN
TRYU ) 045 D007 QDR

HBEN Ao LRl [0

0 .
(
_/m\Z.L o

0
HROLSS

LAV N L8 O30 iy

NoORie
WRP A QR0 SIKIR L

tor) 0] 5
PIOE DR O o ——





OEBPS/Images/embed0013_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0046.jpg
@ WB._@._“UZ»\%% 1





OEBPS/Images/embed0044.jpg





OEBPS/Images/embed0043.jpg





OEBPS/Images/embed0049.jpg
EE

BRMC _,ﬁ,/zo S QAo





OEBPS/Images/embed0047.jpg





OEBPS/Images/embed0002_HD.jpg
) ¢

KA D EW

XA H
izt o721

ST

595

X3IDDIZHE -

QSRR PV KR - @
KA D E

theho3X b

HEHE

°

397

DcosibLh

75 EFr
EEEEE





OEBPS/Images/embed0037_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0004_HD.jpg
U LA TS At »rh EEt
EXcH2E=EE, toblizi ﬁﬁ@? EEIAEDHT .

™ 2h 32 &
UYL TR 2o t-pt, Bt Kb OB E RS s, 3Lk,
ALA 1198
%H’Zf_ﬁ*ab‘t_aof

Liits

b i3 EE »h L

92(? /73 ZT/\T#xi&é FADOLLECATHE, FvhH—
o b Ty TAZH & Tw

X5 zfg,%zraﬁfgw: | BRRANDGRDOTEL D 5,

Eom @—E iﬁ_l:a)%f& CIBEN e
A f5] »
_)\wﬂat Li wa'ﬂ 2o TuW 3, OPEFEIRLTE b2,
= If&b
Thitodkit

Rl Fo: b EBE DA, mrmm%ﬁ%ﬁio
_.ALT _iwﬂﬁ% PNBEMEIZ )#*@u\mumm Jﬁ?yiti?ﬂib‘ﬁ’éAh\tiL
w“tr %#MEE [&7=p%z, /)\GDT’CLi PAEDS ) t*fw%ata)tato
ST, ZAOBEBITOU. Fhe





OEBPS/Images/embed0031.jpg
O Bevenfna





OEBPS/Images/embed0010_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0034.jpg





OEBPS/Images/embed0027_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0033.jpg
Lo

A%Ezf(h E%





OEBPS/Images/embed0032.jpg





OEBPS/Images/embed0039.jpg





OEBPS/Images/embed0038.jpg





OEBPS/Images/embed0036.jpg
KD O

().





OEBPS/Images/embed0001_HD.jpg
Al i

UL e

Ly~ hxEd

397:1,@;%&&
FULT<ha A
O XAtEb1?

F3azo-3ni

<@
o <A

2 h7zu

T






OEBPS/Images/embed0020.jpg





OEBPS/Images/embed0024.jpg





OEBPS/Images/embed0023.jpg
o FHbh 148
Q)R





OEBPS/Images/embed0021.jpg





OEBPS/Images/embed0028.jpg





OEBPS/Images/embed0026.jpg
0 WWM/\/N@EZ-/.TQOT ...... .





OEBPS/Images/embed0018.jpg





OEBPS/Images/embed0029_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0035_HD.jpg
>

Ry

)

’ ‘&1,"
. /mll e
AN

\






OEBPS/Images/embed0012_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0011.jpg
SES € SN0 R





OEBPS/Images/embed0017.jpg
© CUOSHIMES Ve





OEBPS/Images/embed0016.jpg





OEBPS/Images/embed0014.jpg
o B 5 QR 0R 5





OEBPS/Images/embed0008.jpg





OEBPS/Images/embed0007.jpg





OEBPS/Images/embed0041_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0015_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0009_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0030_HD.jpg
H"II\MM‘.






OEBPS/Images/embed0000.jpg
A

_f—FEﬂr (j-o@

DOREEVDSLDIE. 32

W=
o W
)H:A

E{’E
SRR A

oot
N:ua
9)4

WA DTV Ee





OEBPS/Images/embed0061_HD.jpg
AT

BOOKY~WALKER





OEBPS/Images/embed0006.jpg
8530 8S [Hrhruws





OEBPS/Images/embed0058_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0056_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0062_HD.jpg
)DLV E e

T NN T
HoiaREvscald,
___________ o






OEBPS/nav.xhtml



Navigation




		もくじ


		人物紹介


		１　思い出の中の「王子さま」


		２　しゃべれない理由


		３　思いやりのすれちがい


		４　わたしの声を聞いてくれる人


		５　部活も、文化祭も!?


		６　王子さまのこまり顔


		７　純くんのおうちって……？


		８　味方になりたい


		９　初めてのお泊まり


		10　私を変えてくれた言葉


		11　文化祭がはじまった！


		12　本当は、私……


		13　キミの力になりたい


		14　打ち上げとヤキモチ


		15　男子バスケ部のおきて？


		あとがき


		スペシャル☆ストーリー　それぞれの文化祭


		奥付









Guide



			Cover


    		本編


    		目次








OEBPS/Images/embed0059_HD.jpg
N
N 7 / :
o !
/ Hhr &

b %
YA WERHAIRSH# L

HDB zn
S BOE
22—
N
\

o
x

SAB LT
250z e bF Sy
AW TLE S T,

Q
>

gha7-
G oh g v A=
2 #%320225 K3 RGTHE ]

"'5¥5Fu11551'fb‘ﬂ9

> EL ES a0l





OEBPS/Images/embed0053_HD.jpg
NRENF2RINL——

| w5

W RIVR SN LA






OEBPS/Images/embed0003_HD.jpg
Ch 3D L3 HL

.............. SRR

Ls L

ﬁ%mz7$@@ﬁ@1 2,

hel¥uTE HKOFA

¢ %a%ﬁf ﬁ@%t%t%ré
ﬁﬁ%ﬂ%t&O\%BLtvt#béo

S 85 #3003

AL

%%szmaaA Fx—hH—T

Leh LA®IZ) L

BALGILLELNL L, fErBREL,
i 9 kl

WREDZEPIFE 125725

BihuEEhELHI,

%277U®m575zu%%Lf§ko
Xéw:éz;@ﬁu&AFVt@f\
P20 LB BT o T2, Bl
%%a:gﬁnyfyyaxe7vvu
FONCTEF A RIEwI— T v I,

TN CM..;; ................

NEREL, Rz zy

S 2923 L <

%ﬁotﬁ BBHCTrHEL.
st K

7°V/f’C§ ')’Cl,ioﬁo PFIZA-T
7)\5%3—/\7\7—‘[372\ Tre—IZh o7,

RedY )

BBz HRBD L o),






